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序文

この報告書は，一般国道 3号線隈之城バイパスの建設に先だって，

県教育委員会が実施した成岡遺跡の発掘調在の記録です。

成岡遺跡は，旧石器時代から鎌食時代にまで及ぶ璽層遺跡として

注目されます。調査の結果，旧石器時代の細石器やナイフ形石器，

蠅文時代早期の押型文土器，古墳時代の住居跡，奈良時代から鎌倉

時代にかけての多数の阻磁片等，貰重な資料が発見されました。ま

た，この近くには，古代の官衛跡と推定される西之平遺跡もあり，

それらと比較検討することにより，さらに豊富な学問的成果が期待

されます。

この報告書か，地域の歴史研究や文化財の保護に活用されること

を顧ってやみません。

終わりに，この発掘調査に終始御尽力御協力くださった建設省鹿

児島国道工事事務所，地元の川内市教育委貝会並びに関係者の皆さ

んに心から感謝いたします。

昭和60年 3月

鹿児島県教育委員会

教育長 山田克穂



例 ――J[] 

1 . この報告書は，一般国道3号線隈之城バイパスの建

設に伴って実施した成岡遺跡の発掘調企報告書である。

2. 発掘調査は，建設省鹿児島国道工事事務所から委託

を受け，鹿児島県教育委員会が実施した。

3. 当遺跡の発掘調在は昭和55年度から昭和59年度まで

第1次～第 3次に亘って実施したもので．本書は昭和

59年度第 3次発掘調査の報告書である。なお，第 1次

第2次発掘調査については，すでに鹿児島県埋蔵文化

財発掘調査報告書(28)「成岡・西ノ乎・上ノ原遺跡」

として刊行を行っている。

4. 本書の執筆及び編集は，牛ノ浜，宮田が行ったか，

第6章第 2節を文化課職員の弥栄久志が行い，土器ト

レースに中村耕治の協力を得た。

5 . 出土品は，文化課収蔵庫に保管している。

6. 本書で用いたレベル数値は，すべて海抜高である。

7 . 本書で用いた挿図中の通し番号は，図版中の番号と

同ーである。
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第 1章遺跡の位置及び環境

日本一の大綱引苔で知られる川内市は，鹿児島県の北内部に位罹する。かつて薩摩国府・か濱

かれ，国分寺等が建立されるなど，古代にあっては薩摩の政治・文化の中心地であった。市の

中心部は，熊本県白髪岳に源を発する川内川か，国見山地・出水山地より流出する多数の河川

を集め闊富な水星となって， 137kmの長旅をして束シナ海へと注いでいる。

成岡遺跡は，鹿児畠県）Ii内市中福良町に所イナし，川内市街地の南約 3km, 国鉄鹿児島本線隈

之城駅の西約 1kmの位掴にある。遺跡は，弁財天山（標高 519m) ・ 平原山 (506 m)を中心

とする高江山地から，東方向になたらかに連なる丘陵の末端部に位置し，標向約20mの比較的

平坦な台地縁辺部である。台地の南側には，木場谷川か東流し，百次川と合流して丘陵をめく

るように北流するため， 丘陵の南から東にかけて沖積平野か発逹している。丘陵末端に形成さ

れた台地の緑辺部は，数ケ所の湧水点か存在し，最近まで飲料水等に利用されていた C

川内市には，鹿児島県内初の 1日石器時代遺物（尖頭器）が確認された楠元遺跡や，石包丁・

石鎌等弥生時代前期の遺物か出土した若宮遺跡，小形佑製鏡の出土した外川江遺跡，地下式板

石積石室の中に蛇行剣が副葬された横岡古墳が知られている。

本遺跡周辺では，縄文時代の遺跡として約1700m程北々東の位罹にある尾賀台遺跡， またす

ぐ近くには川内実業高グランド遺跡などかある。尾賀台遺跡は標高40mを測る狭い台地で，市

来式土器を出土する。石斧．敲石等も出ており，台地の東斜面には貝塚もつくられている。ま

た周辺の低地からも石斧などが出土している。川内実業高グランド遺跡からは後期の土器か，

グランド造成時に出土している。宮崎町赤沢津遺跡，寄出町寄田遺跡でも市来式土器か出てい

る。青山町では川底より石斧か出土している。

弥生時代終末から古墳時代にかけては宮里町日吉，同安養寺丘，宮崎町赤沢津，向田町日暮

丘などの遺跡に土器の散布かみられる。これらの中には，赤沢津遺跡のように広大な低台地上

にあるものもあって，この隈之城平野に生産の基盤を置いた人達の集落か周辺の台地上に形成

されたであろうことをうかかわせる。
,, られし、し

奈良時代には藷摩国藷摩郡に属しており，当遺跡付近は避石郷であろうとされる。川内）II対

岸の高城郡が国府・国分寺など主要な役所・寺を残すのに対し，こちらにはそうしたものか少

ない。現在，山頂付近に公園のつくられている寺山の山麓には平安時代後半の軒丸此．軒平瓦

などを出土する天辰廃寺があり，礎石と思われる巨石も残っている。宮里町消水寺近くには経

塚があり，滑石製の経筒などか出土している。湯の谷の谷頭は永野段あたりからの地下水か湧

出し，巨hーか累々としているか， この傾斜面の一部に土師器の壺・坪．皿などか集桔し，完形

品も多く出土している。

鎌倉時代以降では碇山城・百次城・隈之城などの山城かある。また，本遺跡の西方約 500m 

の所には平礼石寺跡があり，現在，雑木林のなかでは仁王像か転かった五輪塔を見つめている。
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第 1図 成岡遺跡と周辺遺跡
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第 1表周辺の遺跡一覧表

図一番 遺跡 名 所 11・地 地形 枇t 要

1~ 久留巣原 五代町久留巣 台地 弥生時代中期～平安時代の散布地
．． -- --- " 

2 人将軍神社 II 

” ” 祭神はタケミカヅチノミコトI -—---- ' 
---- . . . -----

3 崎 原 II 崎原 微高地 弥生式土器散布地

4 料 官 II サ右名百+ 

＂ 
弥生式土器・石庖丁・石鎌，板石積石宇

__ __;_ ----- -- ~` 

5 i戦 の 原 I II 戦原 ＂ 
弥生式土器散布地

6 新田神社 窮内町可愛山 斤陵 中世以降，藷摩囚ーの宮

7 弥 勒 寺 II JII 底 『弥勒寺』の逆プリント文字のある且出t
- -. . - -

8 戸薩人摩亨円J/.~J跡ニ灰 I御JC陵辰下町町坊 ト・
台地 六町四方の庁域
' "  

10 ~ ~ II ， ~ ~ ~ ・ ＂ 
囚指定史跡。史跡公I点lとして整備中

微高地 2町X1.5町の寺域。鎌倉時代には存イI

台地 古培時代土師器散布地
'"―.. ・- ------――, ---・---- .. - - -- --- ---- -- --

12 火辰廃、『C:
＂ 
川原 山 麓 平安時代後半の車［丸瓦・車「平瓦か廿',+.

----・、,-~-
13 碇 山 城 ＂ 碇山

丘陵 中世山城
・-- -- -・-- --―'-. ←'- . --・,.  

~・~

14 白羽火雷神社 平佐町 微高地
"" 

15 清水経塚 宮甲町泊水 山 麓 嘉永 3年 5月 1日銘，滑石製五付経節
--

16 志奈尼神社
＂ ＂ 

17 日 古
＂ 
堀之内 H古 微高地 占墳時代土師器散布地。鉄刀

. -・- ,. - ------・-・- -―---- .. - --- --

18 安養寺丘
＂ 
安養寺丘 山 麓

＂ 
粕式石圭似

~. 

19 'fl. 佐 坊兒 平佐町藤崎 丘陵端 中世山城

20 口 手在当2 fr 向田町日葬丘 狙［立：丘こ 弥生式土器散布地
-------, ・- --・- -・ ー・—— — 

21 尾賀台貝塚 隈之城町尾賀古寺 ＂ 縄文式土器（後期）散布地。石斧 c 貝塚

22 赤 沢 津 ＂ 赤沢津 台 地古墳時代土師器散布地

23 若宮神杜 永利町 II 土師器散布地
-

24 百 次 城 百次町 丘陵端 中世•山城
・~

25 坪 塚 勝目町 II 条里制施行の某点
・!-・ 

26 I 隈 之 城 隈之城町 丘陵 中世山城

27 川実高グラント 中福良町 台 地縄文式土器（後期）散布地。泊減
'-・・ - ,. ... ← ーー・ 一一

28 j--_ ノ 原
＂ 
上ノ原

＂ 
縄文時代～室町時代遺物散布

29 西 ノ 斗
＂ 
西ノ平

＂ 
1日石器時代～江戸時代 掘立杜建物，溝

----., 

30 成 岡
＂ 
成岡

＂ ＂ 
住居跡， ff

＂ 
31 平礼石寺

＂ 
II 

＂ 
平安時代古石塔

'-・  -------・-

32 湯之谷奥 ＂ 
山 麓
＂ 
高杯，壺

-... -

33 青山町 JII 底，磨製石斧採集

く参考文献＞

『薩摩国府跡・国分寺跡J 鹿児島県教育委員会 1975 

池畑耕一， II['kill昭光他「成岡・西ノ原・上ノ原遺跡」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書(28) 1983 

青崎和憲繁晶正幸「外川江遺跡・横岡古墳群j鹿児島県埋蔵文化財発掘調在報告書(30) 1983 

『鹿児島県市町村号lj遺胚地名表』鹿児島県教育委員会 1977 
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第2章調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

建設省は限之城駅付近で終日，渋滞を続ける一般国道3号線の緩和を図るために，昭和47年

に木場茶屋駅付近から JIJ 内駅付近に全るバイパスの建設を ~hi1tJ した。

県文化諜では，昭和53年11月に分布調在を実施し，字成岡，西ノ平，上ノ原の台地上に土師

器等か散布していることを確認した。分布調査の結果に某づき，建設省と鹿児島県教育委員会

は遺跡の処理について協議を屯ね，昭和55年12月1日より昭和56年 2月5日まで確認調企（第

1次凋ti:) を行い，昭和56年10月12tlから昭和57年 3月31日， 5月24日から11月25日まで2次

調在を行った。

第 2次調在の結果，成岡逍跡について第 3次調介が必要となり，建設省鹿児島国道事務所と

鹿児島県教脊委員会文化課との間で話し合いか続けられた。そして，昭和59年 4月16日に委託

者分1「文：出負れ1行為担当官九少卜1地方建設省鹿児島国道工事事務所長肥田木修と受託者鹿児島県

知巾鎌fl]要人との間に委託契約か締結され， 4月23日より調査か始まった。

第2節調査の組織

調介主体者 鹿児島県教育委員会教脊長 山田 克穂

調介責任者 ＂ 文化課 課長 桑原一廣

＂ 課長補佐本田 武郎(-S. 59. 6) 

＂ ＂ 坂口 肇 (S.59. 7 -) 

＂ 主幹 中村文夫

調在企画者 ＂ 主任文化財研究員 諏訪昭千代(-S. 59. 9) 

＂ 
II 向山 勝貞 (S.59. 9~) 

調在担当者 II 土事 牛ノ浜修

II 

＂ 宮田 ,木.,_—ー̂  

1叶糾ll当者 II 係長 寺園 晃

＂ 主企 濱松 巖 (S.59, 9 -) 

＂ 土事 畑 征治(-S. 59. 9) 

＂ ＂ 田中 孝子

指憫助言者 鹿児島県文化財保護審議会委貝 河口 貞徳

その他，岡山理科大学 鎌木義昌教授，小林t専昭助教授，岡山大学 稲田孝司助教授には旧

石器の遺物の指導・助言を得，前回調在者の池畑耕一氏，川畑昭光氏には，再々遺跡にて助言

を得た。地層については徳之島高校の成尾英仁氏の指導・助言を得た。
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第3節調査の経過

発掘，翡介は， ll{i和5¥)年4月23flから陪相59年7月27日まて行ったか，経過は日誌抄によリ以

臼各心する。

4月23日（月） 午前中 建設省鹿児島工事事務所，北藉教育事務所，川内rli教育委員会へあ

4月24日（火）

4月25日（水）

4月26日（木）

4月27日（金）

5月1日（火）

5月8日（水）

5月9B (木）

5月15日（火）

5月21日（月）

5月28日（月）

5月29日（火）

6月4日（月）

6月5日（火）

6月12日（火）

6月15日（金）

6月21日（木）

6月25日（月）

6月26日（火）

7月2日（月）

7月6日（金）

7月9日（月）

7月18B (水）

7月19日（木）

7月20Li (金）

7月23日（月）

7月24日（火）

7月26日（木）

7月27日（金）

いさつへ発掘用具搬人，テント設幣。調在開始。雑革刈り。

2次調介の l、レンチ清揺。

16区トレンチ 4層掘り下げ。

16 I区 5層上面ナイフ形石器出土。

14-16丁， K区 (Aユニソト） 4層黒曜石片出士。

27-31G-I工区 (Bユニノト） 4層掘り下け。 29G区4層剥片尖頭器出土。

29-32A-C 区表土はぎ開始。表土中に土帥器片• 青磁片出土する。

32-36E区 3-4層掘り下げ。細石器出土する。

32-36C -E区 (Cユニ‘／卜） 3-4層にかけて細石器出土する。

26-34A-D区表土はぎ。

26-34A-D区表土はぎ終了。

26-34A-D区遺構検出作業。

25, 268-D区表土はぎ終了。

25, 268-D区表層下に旧道あり，近代の染付等の集中したチリ溜め検出。

6-31 /¥-C区溝状遺構検出。内黒土師器か出土する。

Cユニ／卜 4層掘り下げ。

34C区 3層落ち込みのピ／卜状遺構（土J広）検出作業。黒川式:L監出土。

成尾英仁氏，地層について指導。

土坑掘り下げ終了（実測図）。

28-31区遺構検出作棠。

20号住居跡検出。河口貞徳氏調査指導。

21号住届跡検出。

30D区遺構検出作業。 30区南側断面図作成。

22号仕居跡検出。令

Cユニゾト掘り・トげ。遺構実測。

23号住居跡検出。

追構実測終了。

Cユニ‘ノト梨中部実測図作成。

発掘終了。道具の消掃，点検。
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第3章調査の概要

成岡遺跡は，弁財天山・平原山を中心とする裔江山地から，東方向になだらかに連なるfr.陵

の末端部に位濱する，標高約20mの平坦な台地縁辺部にある。

第 2次調介によって，区割等は行われていたのて，今皿は 2次調壺と同様のグリノド配罹を行

い， 5 m間かくの区割を行った。

今回の調査範囲は， 24-33区， A-Eの未買収地の区域と旧石器時代の確認及び調杏であっ

た。したがって今回の調査面積は2,100面であった。次に時代を追って概要を記したい。

Ill石器時代の遺構として 3ヶ所のユニットを検出した。 13-16・I-K区のAユニソト， 26

-32・F-K区のBユニソト， :32-37・A-F区のCユニノトである。 Bユニソトは 2次調査

によ）て確認されていたユニ／卜である。石材も豊富で，石器も細石刃・細石刃核・ナイフ形

石器・尖頭器等多種なものか出土した。 Bユニソトはわりあい石材か単純化し，石器の種類は

豊富てある。 Cユニ、／卜は大集中した箇所であり，石材・石器等の出土状況は今後の編年上重

要である。

縄文時代の遺構として， 30C区に縄文晩期の研磨土器が埋土されている土拡か検出された。

浅鉢形士器・深鉢形土器が出土し，同時期のセヽノトとみることが出来，今後の資料に必要なも

のであった。それに全体に広く散布して押型文土器が出土した。

古墳時代の遺構は，前回14区から30区の範囲に16軒の竪穴住居跡か検出されていたか，今回

の調在では 3基検出し，総計19軒検出されたことになる。すべて方形をしており，中央に炉を

もっている点は共通している。今回も主柱穴は検出されなかった。住居内には，甕形土器・ 壺

形土器・鉢形十器・高杯・須恵器・紡錘車等がはいっていた。

余良• 平安時代の遺物は多く出土したか，遺構は検出されなかった。

鎌倉時代の遺構は，前回は溝．竪穴住居跡を検出した。今回も竪穴住居跡を26C区に検出し

た。南北方向に長い方形住居跡で内部に柱穴は検出出来ず，逍物も出土しなかった。溝状遺構

は26-31・8-D区に検出され，前回調査の溝状遺構2の続きとみられる。柱穴も多く検出し

たか，まとまるものが検出出米なかった。

25・26区には江戸時代以降の古道が検出された。古道の中からは，染付等の徳利・碗等が出

土した。
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第2図 成岡遺跡グリッド配置図
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第4章層序

遺跡のI斤11:する成岡の台地は，基盤岩の溶結凝灰岩を入戸火砕流（シラス）が原さ 3-5m

で覆い，その上に砂礫層や新期火山灰層などか堆積している。基本的な層序は，一部修正した

か2次調在の結果に基づいた。

I a層 表層であり，現在の耕作土てある。

I a 
I b層 旧耕作士で，淡茶褐色を呈する。

I b 
II 層 黒褐色の腐植土で，奈良～中世の遺物を包含する。

耕作等で削平され部分的にしか見られない。

II 

III a 

III b 

III a層 黄褐色軟質土層で，通称赤ホヤ，赤ボ／コと呼ばれゐものである。

台地の平坦部では厚さ30-40cmであるか，傾斜面では，二次堆積的な

渇黄褐色を呈するところかある。縄文時代の遺物を包含する。

III b層 質褐色パミス層で，連続した堆積はなく，ブロノク状になるとこ

ろもある。無遺物層である。

N N 層 黒色枯質土で40-50cmの厚さを有する。旧石器時代の細石刃・細石

刃核等の遺物か包含されている。

＞
 

v 層 黄褐色粘質＿十で厚さは 5-15cmを有する。上層に 1日石器時代の遺物

かみられる。
VI 

VI 層 淡黄褐色砂質土で，シラスの二次堆積的性格をもつ。

VII 

V11 層 ンラス層（人戸火砕流）である。

局部断層

采ノ丸遺跡の調査によって認識された局部断層は，その後の調査によって霧島山地西方の溝
⑭ 

辺町，横川町，栗野町に集中していることか報告されていたか，本遺跡でも34-37区に集中的

に見られ13ケ所発見された。層の横転か多く， III層より卜-層か水平方向に並ひ，各層かヒ I 卜

状の外観を'1'する。

＠ 鹿児島県教育委員会「伍峰遺跡」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書 (12) 1980 
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第5章旧石器時代

第1節概要

1 . はじめに

2次調査の結果， 27-30区， 1-K区付近に，剥片尖頭器・細石刃・細石刃核・剥片などの

石器の出土がみられた。この結果，本遺跡は，旧石器時代より近世までの遺跡であることが確

認された。遺物の出土は，第 4図に見られるように， 3ケ所のまとまりをもって構成されてい

る。それをユニソトと呼称し，台地南部から検出順に， Aユニ、／卜， Bユニソト， Cユニノト

と名称した。層位は第N層（黒色粘質士層）に限られ， III層下部， v層上部にも若干認められ

る。約40-50cmの中に包含され出土遺物の多いところではレンズ状に検出された。

2. 石材について

石材については，黒曜石，チャート，頁岩，砂岩，鉄石英，メノウ， i疑灰岩質頁岩，安山岩

等多くの石材が検出された。その中で黒曜石は肉眼的観察によって大きく 5つに大別される。

黒曜石

A類…・・・灰色を呈する黒曜石で一見ハリ質安llI岩に類似するものである。

B 類•…••黒色もしくはアメ色を呈する良質の黒曜石であり，稀に白色の気泡か入ることもある。

鹿児島県内では原産地か不明であるか，川内川流域ではよくみられ，熊本県人吉市大塚

桑ノ木津留の林道脇に円陛として断面中（二次シラス）に包含されているのが見られる。

c類……ガラス質か弱く，一見石炭を思わせるものである。風化が著しく進み，淡黒色を呈す
るが内面はまっ黒であり光を通さない。気泡は少く軽石が混る良質の黒曜石である。褐

色のベルトが入ることもある。薩摩郡樋脇町上牛鼻の原石と推定される。

D 類…••黒色を呈する黒曜石であり，気泡か多く鹿児島県内においては，肝属郡根占町長谷，

鹿児島市吉野町三船，大口市平出水 H東が知られ，熊本県人吉市田野町白浜林道の黒

曜石も県内の遺跡から出土している。長谷の原石は阿多溶結凝灰岩の中にレンズ状に含

まれている。三船の原石は，強く溶結し柱状節理の発達した吉野火砕流の中にレンズ状

の黒曜石が含まれている。黒耀石は灰色っぽく黒い線か入ることもある。日東の原石は

雲母・長石の細片か多く，原石の表面は軽石を切った様な平坦面である。白浜林道の原

石は淡黒色で茶色の斑点があり気泡はやや少い。縁辺部が褐色に光る。この様に各原産

地の黒曜石は特徴かみられるが， 1点 l点を肉眼的に識別するのは困難であった。

E類……A-D類に該当しないその他の黒曜石についても一括した。

凝灰岩質頁岩

凝灰質シルトのことであり，吉田町から入来町にかけて層かみられる。

-14-
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第2節 Aユニット

14-16, J-L区て逍物は長径17m, 知径16mの範囲に 225息が散在して検出されている。

石材は，焦曜11A, B, C, D, 鉄石英，頁岩．安山岩，玉髄，めのうてある。石器は，細石

刃2点，細石刃核 7点，ブランク 2点，ナイフ形石器 1点，尖頭器 2息，加工のある泉lj片等か

出土した。

1は、、＇且曜石 cて-tJ瘤のある尾部の切断された細石刃である。 2は，鉄石英を石材とした円

錐叩細伍刃核である。 A類である。円柱状の形態を呈し，細石刃の料離面は円固の 3分の 2以

上に及んでいる。円蝶の一端を加限して打面をつくり，その面より整形を行う。 A類はこの 1

点のみであり，細石刃も出土していない。 iは黒曜石Dの不定形な剥片を素材とし，判片の平
担面を側面とし，打面は荒割りされて調整はされていない。 4・5は黒曜石Cを石材として用

いている。 4は剥片を用い細石刃剥離面と直交する下縁があり，下緑部は調整されている。 5

は自然面を多く残した円硬を用い，打面を調整しなから細石刈剥離を行うものである。 6ふ疑

灰岩質貞岩を用いている。加栗山遺跡で出土した細石刃核と同様のものである。細使用の際，

破棄されたものと思われる。この細石刃核より剥出された細石刃は出土しなかった。

7は黒曜石Dを素材とした切出し型のナイフ形石器である。片面からの調整剥離によって背

部と基部を形成し，刃部には使用痰がみられる。

8は黒叫石Cを素材とするもので台形状の断面を呈するが，先端部への二面加工による調繁

等から尖頭器の分類にいれた。頂部に自然面を残し，二稜面に調整かなされ，先端部は欠けて

いる。木場A-2遺跡て出土したものに類似する。 9は黒曜石Dを素材とするもので，上向の

片面に剥離かあり，ナイフ形石器・スクレーパーに近いが先端部が尖かる特徴をもっているこ

とから尖頭器として分類した。

10は，片側面に調整判離を加えた剥片である。剥離も中途半端てある。自然面を残した Bタ

イプの黒曜石を素材としている。

Aユニノト遺物の出士状況は，散在しており，出十屑位も N-V層上面までとまちまちであ

り，一時期の遺物としてとらえるのは問題がある。

（参考文献）

1) 鹿児島県教打委員会「加栗山遺跡」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書 (16) 1981 

2) 鹿児島県教有委員会「木場A-2遺跡」鹿児島県埋蔵文化財発掘調企報告占 (21) 1982 
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第7図 Aユニット出土石器 (2)

第2表 Aユニット出土石器一覧表

直物番り ［又1版番号 器神 い材 区 層 最大長(cm)I I iI 最大-幅- 庫ぢ！I重届 g 備 考
•一ー—ー・―- --' 

I 7 サ—ィフ形h器 黒曜石D 16 I 5上 :l 5 i 1.6 14! 
----- - --- . . - ---- --

4 10 加Tのある剥片 II 8 II 4 ~1 1. 3 0.6 ! 

88 2 i細わ刃核鉄仁英 151 4上 2 4 2.0 1. 5 i 

93 i 1プランク I黒曜,JC 15K ＂ 7.8 , ＇ 1 8 1 4 i i 7 4 

□.'邸□：ふ
尖珀器 II D ＂ 

II 3 0i  ' 1 4 0 8I : 3.1 

l鼻2:細石刃核蹂灰岩 II II 2 6 1. 9 

1. z I 
ー、

剥 片 II II II 2.0 1.4 
-... -

細石刃核！黒曜石D 14L II 2 5 2 0 1 3 : 
--- --- ----

1206 1 細 石 刈 II C 14K 4 1 3 0 5 

1209 4 細石刃核＇ " C ＂ 
II 2 7 1. 9 0 7 

1224 8 尖 如 器 II A 15K 攪乱 3 0 I I 0 9 3 2 I 

1228 判 片 鉄石英 15 J 3 2 8 1 0 0 7 2 4 

1232 イi 核 玉髄 I/ 

” :l,8 1 8 1 5 18 5 
'-------・-- -、一-- ..、 -- . 

1997 細石刃核 児曜石C 14K 4 2 6 1 7 1 3 6 5 
｀・ •~、~

2006 5 " ＂ C 14 J 攪乱 I 
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第3節 Bユニット

27-31 F -.J区て潰物はに督29rn, 短径26rnの範囲に425内、か散イIして検出竺れている。

れりは，、＇見鼎ィ rA, B, C, 杜板岩，頁岩，鉄石笑，凝灰岩質頁岩等である。黒耀石は，他の

ユニゾトと比鮫して、',じIIいiBの比率か高く，他のユニ／卜と違いかみられる。い器は，細h刃

10、.,1、9ヽ，細ィi})核12、9応ブランク 1'しh、, 石核 2、9恥剥片尖頭器4点、ナイフ形石器 l、,,',,、か出上し

た。

第8図のように約 600mの範囲に逍物は分布しているか，その中て3ヶ所（直径約10m)に

分離される。これを束から a, b , cと名つけていくと， aはナイフ形石器か，細石器と共付

し， bは細石器のみ， cは細石料と泉l」片尖頭器か共1半している。

11-24は細石刃である。 11-20は黒耀イiてあり 12・15・18かB頴で他は全てC類てある。 21

-24は凝）火岩質貞岩である。細石刃は完形品はなく全て切祓手法によって折断されている。凝

灰岩質頁岩の細石刃は、今lwlの調杏では出土しなかったが前回，凝灰岩質貞岩の加治屋園タイ

プの細石刃核か出上していることから，この細石刃核の剥出細石刃と思われる。

25-36は細石刃核である。 26・28・30は黒曜伍C類であり，他は仝て黒曜石B類の気池の少

い良質のイi材を素材としている。 25は，素材に小礫を用い，礫の最初の打撃て細石刃核の打血

を形成し，その後側面の調整を施すものて，側面調整の剥離は打面から下方に向って行ってい

る。九少Iヽ！全域の範囲にみられるタイプである 0 27は，剥片を素材として利用し，判片の平凱面

が両側面になる。細石刃剥離面と直行する下縁かあり，その下緑と尾縁は調繁されている 3 打

面を調整しなから細石刃剥取が行われている。 D-1類に分類される。その他の細石刃核は， 自

然面の残る小碑を素材としたもので，平坦な目然面を打面にし，打由を調整しなから，細石刃

剥取か行われている。細石刃剥取面のみを調整し，他の面は最小限調整を施している。粟野町

麦生田遺跡に多くみられるタイプである。

37・39・40は剥片尖9頭器である。 37は，安山岩の縦長剥片を索材とし，先端は尖り，左伍対

称となる様刃潰し加Iをを施している。 39・40も同様であるが，基部を残し先端部は欠損してい

る。打面を残し，基部片縁及び両緑に刃潰し加丁．を加えている。

38は，枯部調整と片面の刃潰し加工を施していることから，ナイフ形,6器に分類したか，剥

片尖頭器と区別する具体的なものかある訳ではない。これらのタイプは，指宿市小牧遺跡，水

俣市石飛遺跡にみられ、最近九州全域で出土例か増えてきたものである。

（引用文献）

1) 林昭男・米禍巫満「栗野町の遺跡について」 鹿児島考占 8号 1973 

2) 長野真一「小牧 3A遺跡の紹介」 指宿史談創刊号 1979 

3) 出水高考古学部「水俣市石飛遺跡の第二次調査」 もぐら 9 1976 
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第3表 Bユニット石器一覧表

逍物番号 凶版番号 器 挿 石材 [:J. 層 最人長に） 最大幅 厚さ 重鼠g 偏 考

l:l :37 罰片尖頭器 安山岩 29G 4 l 8 3 2.9 0 8 

5740 31 細石刃核 懇翡1:fiB , 28J i 4 1 9 1 4 I 0 4 

5752 ＂ " B 29 J , 3 2 1 I 6 1.0 2 
-'一'""・---- .. 一・--• -

5757 33 II " B 291 II 2 0 I 5 0 8 3 
．~ー

5760 ,, 
II B 29K II 2 2 1.5 0 9 34 

5782 -h- 核 ,, A 311 II 4 1 2 7 2 9 5 
- --

5796 細石刃核 " C ＂ 
II 2 3 1.7 1.0 I 2 

5798 25 II 9「 B 321 II 1 7 1 [I I I [ 2 一ヽ＿＿
5800 27 i ＂ " B 29H II 2 1 11 0 7 14 

5839 39 ＇剥片尖虹器 粘板岩 31H 攪乱 3 8 2 2 I 2'  
--. --・ ・ヽ

6507 16 i調柊是1I片 里曜石 28 J 4上 I 2 0 6 ' 

6512 ！加工のある石器 ＂ 
II 4 2 6 I 3 

！ 
、~~，~一~・ー・ l 細石刃核 → .. 

6516 II ! 28 K I/ 2 5 1 7 I 7 , 

fiS29 12 珊わ刃 II ： ! 3 . . 

6530 34 細石刈核 II B 18 J 攪乱 2.8 I 4 1.0 i 
6531 13 細h刃 // I II II I 5 0 7 I 3 

6533 30 細石刃核 II C II 4下 2 5 I 3 0 8 
- " --・・ ー----

6537 ゎ核 II 29 .J 4 2 0 2 1 1 4 

6542 17 細石刃
,, 28 J ＂ 

j 3 I O 6 4 
ロー ' - . 

6559 35 細石刃核 " B 29 J I/ 2 6 I 4 11 

6561 

細石刃 攪乱6564 18 II 29 J 0 8 0 4 13 
← --

ナイフ形h器 安止岩6581 38 II' 4 6 0 2.2 1.0 

剥片6583 _ メ／ウ " II 2 6 1 4 0 6・ 
..... -- .. 

6589 II :i届灰岩質頁岩 II 攪乱 3 0 2 0 2 2 : --_., -
7007 II i 鉄石英 28H 4 1 9 I 5 1 0 ， 

7008 , II 浪灰岩質頁岩 II II I 3 1 2 0 1 ＇ 
. -- -

7010 i II II II ＂ 2 2 1.9 0 2 

＇ 7015' 'II  ＂ 
II' 

＂ 1 7 1.4 0 4 

7016 22 細石刃 I/ II II I 4 0 4 
-------- ー・

7020 23 ＂ 
II II ＂ '1.5 0.5 

r-

7023 ; 剥片 II II 3下 3 1 I 4 0 9 

7030 細石刃 皇曜石C ＂ 4 0 7 0 5 
'704―1 ----- ------ -

，疑灰岩質頁岩
--

剥片 ＂ II 1 8 1 9 0 6 

7042 II 

＂ 
II /I 1. 7 1 5 0 3 . . __ ., - ------- . トー - - ----'、....

7047 II II II 3 1 7 I 3 0 2 

7049 II II I/ II 1 0 I 3 

706] I 24 細石刃 II 27H 4上 I 4 0 5 0 2 3 

7066 29 細石刃核 烹耀石B II 4 2 0 I 5 I 2 

7075 剥片 漏灰岩質頁岩 27G 3 I. 9 1 3 0 7 
... 

7104 II II II ， ' ， 4 1.4 1.1 0.3 
-←  

7283 ＂ ＇ II 27H 4下 I 4 1.0 2 O 
・-.. -

7299 II ＇貞岩 II II 2.4 1.7 0, 7 

細石刃 ---・- -t ，i疑灰岩質頁岩
'-

7315 21 27G 4 I 3 ＇ 0 4 
7318 加丁のある石器 たんばく石 27H II 2 8 I 5 0 5 2 

7327 36 細h刃核 ， 黒曜石 27G 4 I横転） 1 4 I 0 1 0 2 

7759 ＂ 黒曜fiC 29 E、 4下 I 8 I 0 1 0 3 

7807 19 細石;J 黒曜石 30F II 1.0 0 5 

7808 11 II II 

＂ 
/I 0 8 0.5 

.... 

7811 15 II II // ! II 1.4 0,4 

7819 20 II ＇ 
,, 

II ! I ＇ II 0 9 0.5 
'・- ---

7821 14 II ： II II II 1.1 0.6 16 
--

1 粘板岩7824 40 剥片尖頭諾 --- II II 3 7 2.4 1.4 6 ----. 
・・-1842' ブラ/ク 黒躍石C 30E II 5 

7844 26 ！細石刃核 II C II II 2 3 1 8 1 4 
--- --------

7849 ＇和1片 鉄石英 /I II 1 0 i 1.2 0.9 
-~ " .. , -

7858 28 細石刃核 黒曜石C II 4 1 8 ! 1 0 ! 0 7 2 
----- ---- -- ...... 

， 
-・. "-・"" 

： i 
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第4節 Cユニット

32-37-A-F区て遣物は半怪約15mの円状の範囲に， 6,921点が見中して検出されている。

石材は， ,',1,1,IIN:fiA, B, C, D, E類，貞岩，砂岩，安山岩・チャート，めのう，砧板岩等で

ある。その中でも上牛昴原産の黒曜石c類か最も多量を占め，はぱ9割弱を占めた。石器は，

細ィj}J702、,,'、し，細石刃核 155点， ブランク18点ナイフ形石器4点，尖頭器10点出土した。遺物

は広い範囲の中で検出されたのであるか，最終的には， 34, 35C区を中心とする 5m内外てレ

ンズ状に検出された。

今回［苅示てぎたものは一部てあるか，出土石器は第 4表～第17表にまとめた。

細石刃（第14, 15図）

細石刈は，総数 702,点出上している。細石刃核より剥離された細石刃は，基本的に頭部から

尾部まてある完形品であるか，調査によって検出されるものは， 4つの形状に分けられる。す

なわち，完形のもの (41-52), 尾部を打断したもの (3-86), 頭部およひ尾部を打断した

もの (87-93), 頭部を切断したもの (94-114)かある。

石材は，チャートか 1点出土したかあとは全て黒叫石である。黒曜石も A-E類まで出土し

たか，やはり黒曜石c類か大半を占める。

細石刃核（第16-22図）

破担したものも含めて総数 155点の細石刈核か出土した。これらは素材および素材の使用方

法， またイi核成形・調整等に差異が認められ，大巻く 3類に分類か可能である。 Aユニノト出

Lの円錐刑をA叩Jと設定したため， Cユニ／卜出土の細石刃は， B, C, D煩として類別を行

なった c

Bれ'[ Ji]底形の形状を足し，平坦に近い甲板面からの側面成形が施されているもの。

c訊 依lj片および円喫を荒割りしたものを利用するもの。剥片等素材の形状によって細石刃

核の形は左右され，様々な形態をもつ。

D粕 打面および背面に横方,,りからの数回の加撃痕があり，細石刃核母体を入念に成形，調

杞するもの。細h刃核母体の形か意図的に設定されていると思われる。

主た，これらは細分も可能てあると思われる。以下類別にしたかって説明を加えていく。

115-120はB脊れである。打向から側面に加撃調整か行われる石核成形か特徴である。

115は1吊手の料片を素材にしており，剥片の平坦面を打面に設定し，オJ面から両側緑を成形

して，細イバ）核を/iJ底状にしている。これは細石刃剥取に先だって打面調整は行われていない。

116, 117も凡本的には 115と同様である。 118は比較的溝手の剌片を使用し， 平田な剥離面

から訓側緑を人念に加撃成形を行っている。長い細h刃を得るために，甲板面とはは平行する

糾"Ti})剥離面をもつ。細石刃判離前の打面調略か顕枠に行われている。 119はfl面からの側緑

成形剥離は片側のみ行われている。これも打面調棺はていねいに行われている。 120も119と

1,;Jしである 0 116 . 117 . 120は原石の目然面か下緑部に残っている。細石刃判離前に打rfti謂ji,'各の

過利を打しないものと，訊．竹な打面調整を行うものかあり，それぞれD I如， D II類として

-25-



A
 

B
 

c
 

D
 

E
 3ぷ

會．

@ 
7ー3
 

:36 

35 

34 

33 

:12 

0 2.5m 
し←I I I I 

第11図 Cユニット遺物分布

~25~ 



38 A
 

B
 

c
 

D E
 

• 細イ］メj

■ 糸lll1i刃核

37 

@ 

:'lfi 

．
 
．
 
．
 

． ．． ．． . ． ．． ． ． 
:35 

． ． 

I ． ． ．． ．． 
．． ．．． ． ． 

．
 

9
.
 

．．． 

．
 

．
 ．
 

．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

． ・ ． 
一. . ．． ． ． ． 

]4 ． ． ．． ． 
• 
． 
，． 
． ． ．． 

．
 

．
 ．
 

．
．
．
 

．．
 

．
 

．
 

．． 

．

．

．

．

．

 

．
．
．
．
．
．
．
．
 ．
 

.

,

 ．
 

．

．

 
．
 

．
．
 
• 
．
 
．
 

．
．
．
 

．
 

．
．
．
．
．
 

．

．

 

．
 

”.'ご．．．

．
 
．
 

．
 

．
 

．．． 

... `

 
．．．． 

．
 

．
 

．．． 

.

.

.

 

『

S

.

．．
 

し
~
．
＂
：
＂．
．
 

••• 

,
-

””... 

.

.
 ”
K
．ヽ
．メ・・

ヽ
・

5

.

＾
•.• 

．
 
．
 

．
 

．
．
．
．
．
 

．．．．． 

.

.

.

.
 
-．、
.
.
.
 
、•••. 

•• 

,
 
．．． 

．．
 
.

.

.

.

.

.

 

?
 

．．
 
>．9
・ヽ

．． 
、

．． 

•• 

t...
、tf.9ふ
i
9•• 
2
 
.•.• 

．
 

•I 

．
 

．
 

．．
 

．̀．
"・C...
＂
,?t▼ .
.

.

.

.

 

．
 

．

．

 

”
.
 

．
 

．
 

9
5
 ..
.
.
.
 

.

.

.

.

.
 .. 
‘
.
：
'
ゞ
＞
心
・

-

F

.

:

9

 

•• 
．
 

．．． 
-．、

.. 
‘
 

••• 

2
 

•• 

．
．
．
．
 

•·• 

．
．
．
．
 

．
 
．
 

．

．

 ．．
 ．
 

．． 

．
 

• 

．
 

．
．
．
 

．

．

 

．
 
．

．

 

．
 

心

．
 

．
 
．
 

｀
 

．．
 

．
 
．
 

．． . 
． ． ．． ．． ． ． 

．．． ．
 
．
 

．
 
．
 

• 
．．
 

3 3 
．
 
．
 
．
 
．． ．
 
．
 
．
 
．．． 
．
 
．
 

． ． 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 
．
 

．
 `

 

•••• ．． 

• 

9
 

.
 

• 

i

.

 

．
 

．．
 

，
 ．
 
．
 

•••••. 

．

．

 
＇ 

．

．

 

．
．
 

．
 

．
 

．
．
．
．
 

．

．

 

•0.9. 

.. .. 

”
 

．． 
... ―
 

．． 、．．． 

．
 
．．
 

• 

．
 

• ．
 

•-
．． 

．．． ．． 

．
 

．． ．
 
．
 

．
 
．
 

．
 
．
 

•• 
．
 

．
 ．
 
．
 

．
 

..、
．
 

．
 
,
 ．
 

．
．
 

•• ．
 ．
 
．
 
．
 

．
 
．
 
． ． 

．． ．
 

． • 

32 

O 2.5m 

I I I I I I 

第12図 Cユニット器種別分布
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の細分が可能である。

121-146はC類である。剥片あるいは円醗を荒割りしたものを素材としている。したかって，

細石刃核の形態は様々てある。

121は自然面が残った平坦な面を打面にしている。打面調整を行っている。122も自然面をも

つ不定形泉lj片を素材としている。 123・124も同様である。 125は下縁調整を行っており，舟底

形にしている。 126は他と異なり，黒曜石Aを石材とし，当遺跡では大きいものである。

剥片を素材としており，剥片の平担面を細石刃核の側面とし，打面は最後に設定されている。

細石刃剥取は階段状と＇なり，以後の刻取は不可能となっている。打面調整は行われていない C

127は125と同じで下緑調整か行われている。 130は図示してある右側の面が最初に細石刃剥取

か行われたようである。その後剥離面か階段状となり，細石刃の剥取は下緑を打面に 180度転

位し，図の中央のように細石刃の剥取を行っている。 131も同様に 180度の打面転位を行って

いる。 132はその残存形状か、他と異り，打面・両側面・細石刃剥離の他に細石刃剥離面とは

は平行する背面かあり，逆に細石刃剥離面に直行する下緑はない。これは，細仁刃泉lj取か極度

に行われただけの理由ではなく，意図された形態と思われる。しかしなから，剥片を素材とし

て利用し，それを荒割りするという方法は同じものと考えられる。打面は傾斜し，打面調招か

行われている。 133・134も同様である。 135は前の 3点と同様に背面をもつか，打面角度は傾

斜しないで90度に近いものである。 136は自然面が残る剥片を素材にし，荒割りしたものであ

る。 137は薄手のやはり自然面か残る剥片を素材にしており，尾緑調整が行われている。 138

は角板状の背面を有するものであるか，その面は打面を 180度転位して紐石刃剥離を行ってい

る。
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1:)9-146は素材に小円礫を使用したものと思われる。

139は極度に小さい円礫を素材とし， 2回の加撃で打面を得ている。 140は円礫を 2回の分

割によって得られた素材を利用したものである。平坦な折面と片側面の他は自然面をそのまま

残している。 141は小円礫を 1回の加撃で縦割にし，打面調整を行いなから細石刃剥離を実施

している。したかって，頭初に平坦な打面は設定していない。 142は円蝶の側血を剥ぎとり，

141と同様に平坦な打面は設定せず，細石刃剥取に先だって打面調整を行っている。 143は，

小円碑の一部を割り取り，平坦な片側面と，乎坦な打向を得ている。打面調整は行われていな

い。 144も同様である。 145は打撃点か欠損しているか，打面調整は行われなかったようであ

る。 146は141・142と同様，剥離による平坦な打面はなく，細石刃剥取に際して打面調整が

行なわれたものであるか，側面部も打面は 180度転位して細石刃を得ている。これも極度に小

さい角峠をそのまま素材としている。

c類は素材の形状をそのまま利用したものであるか，刹片を利用したものと，小円礫を使用

したものに細分が可能であり、それぞれC-1類， C-11類と分類できる。

D類としたものは 2つに細分できる。剥片を素材とし，打面とそれに対応する下縁をもち，

舟底形の形状を有するものと，細石刃剥離面とはぱ平行する背面を有するものに分けられ，そ

れぞれ， D-1類， D-11類とする。

147-153はD-1類である。

147は自然面が残る剥片を素材としたものであり，平担な片側面は周囲からの加撃によって

調繁され舟底形に繋形されている。打血は平坦な側面方向から数回の加撃によって確保されて

いる C 細石刃判取は料離の途中で階段状となり，以後は放棄されたものと思われる。 148も自

然面か残る剥）『か素材とされ，打面も平担な側面方向からの数回の剥離で得られている。 149

はやや岸みのある剥片が利用されており，打面は同様に'Ji.坦に近い側面方向からの数回の加撃

で得られている。_152は 151と同様， 自然面は残っていないが，尾緑および下緑の調幣が入念

に行われている。 153は黒曜石B類とした黒色で良質の石材が使用されている。これも平坦な

刹離間か片側にあり，剥片を素材にしたものであると思われる。打面は両側面からの加撃によ

って得られている。これは打面調整か顕著に認められる。

154-159はD II類である。

154は細わ刃判離面にほぱ平行する背面を有する。その背面は両側からの剥離によって入念

に整形されている。打面調整は顕著に行われている。細石刃剥取は途中で剥離面が階段状にな

っておリ，以後の作業は見はなされていると思われる。もとの素材の形状およひ成形方法は判明

しない。 155・156は，背面の調整加工が片側からのみ行われている。 156は背面の一部に自

然面を残している。 157も背面の調整加工ガ，片側から行われている。細石刃の剥取は最終限

度まで，無駄なく行われたものと予想される。 158も157と同様である。打面調整か顕著に行

われている。 159も背面の調整加工か行われており同一のタイプと思われるか，剥離の角度か

他と異り90度に近い。
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160は細11メJ核打面再生剥片である。以前に数回の細石刃剥離か行なわれたと見えて，溝状剥

離痕か認められるか，打面調整か上手く行われなかったと思われる。横方向からの加撃で剥ぎ

取っている。

161-170は尖頭器である。尖頭器は多種多様であり個々に説明を加えていきたい。161は剥片

尖頭器に類似する基部には若干調整が施されるか袂りはみられない。 162はチャートを素材に

用い側縁部両緑に調整を加え，先端部を鋭利に施している。 163は基部調整が施され，先端部は

欠損しているが側緑部に微調整を施し尖頭器に分類される。 164は黒曜石Aを素材に用いた断

面三角形の尖頭器である。 165は一部基部調整の認められるもので門上面の片面に剥離があり，

ナイフ形石器・スクレイパーに近いけど先端部か尖がる特徴をもっていることから尖頭器に分

類した。先端部は鋭いか全体の整形はまだ施されていない。 166はチャートを素材に用いたも

ので横剥ぎの剥片を使用している。基部調整が施され，両側縁は調整剥離され、先端部は鋭い。

167-170は黒曜石C類を素材に用いたもので，一面に剥離面をもち，二面に調整剥離のあるも

のである。 167は先端部を欠損したもので，横長の厚い剥片を二面加工し，断面はやや丸味の

ある小型の尖頭器である。 168も二面加工を施したもので先端部は鋭い。 169は基部は欠損して

いるが剥離の状況より製作途中の折れであると思われる。先端部は鋭い。 170も二面加工によ

る尖頭器であるが，錯行剥離によって調整を施している。 Cユニットではこの様に多種な尖頭

器か出土した。県内での類例は木場A-2遺跡か知られている。

171-174はナイフ形石器である。 171は頁岩を素材に打面の残る縦長剥片を用いている。両

縁部は刃潰しによって尖頭器状に調整している。先端部か欠損しているが基部の調整等より尖

頭器ともとれるものである。 172-174は黒曜石を素材に用いたもので，刃潰しを施し基部を成

形したものである。

175-182は削器（スクレイパー）である。 175は頁岩を素材に，打面の残る厚味のある縦長剥

片を用い，片側縁に調整痕を施している。 176は削器に分類したか，片刃石器である。錯向剥離

によって 4面の刃部を施している。また表面には研磨痕もみられるが顕著ではない。 177・180

は黒曜石の剥片を素材に片縁に調整痕のあるものである。 179は頁岩を素材にし，縦長剥片を用

い片縁辺部にリタ、ノチを加えた削器である。 178は流紋岩の剥片を素材に用い，先端周辺に調整

を施した尖頭器状の石器である。先端部以外に加工痕かみられず，スクレイパーに分類した。

181・182は頁岩を素材にし，打面の残る横剥ぎ剥片の一面あるいは二面に調整を施したもの

である。

（引用文献）

1)牛ノ浜修「木場A-2遺跡」 鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書 (21)1982 
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第4表 Cユニット石器一覧表 (1)

〗痘蓋竺 図版番号 器 種 石材 区 層 最人長(c叫 最人幅 厚さ 璽量g 備 考

81 直石刃核 黒闘石cc35C 3 2.0 1.2 1 3 3 9 打面部欠損

84 ＂ 
,, C II I II 1.8 1.6 1.1 3, 5 D型

246 プランク
I,/ , B B 1 ← ---

I 25s 細石刃核 下半部欠損

293 87 細石刃 ,, C 34C 3下 0. 7 0,5 

294 /I 

＂ 
II II I. 9 0 3 

336 プランク ＂ C 35C 3 2 3 1 2 11 2 4 破損

337 88 細石刃 ,, II 

＂ 0,9 0. 7 

367 細石刃核 ＂ C ＂ 3下 2 2 I 8 11 5 0 

368 89 細石刃 !I II II 1.0 0 4 

386 131 紐石刃核 ,, 
＂ 

II 2.2 1.2 I.I 3.4 

434 54 細石刃 ,, 35D II 1.3 ! 0 5 

438 55 JI !I C ＂ 
II 0 7 ! 0.6 

443 90 細石刃 ！！ // 3 1 3 0 5 

457 56 II 

＂ 
II 3下 0 7 I O 5 

464 91 II 

＂ 
II II 0 5'0.6 

466 57 II 

＂ ＂ 3 0 9'0  4 I 

475 94 細石刃核 ＂ C ＂ 
II 1 1 i O 3 ！ 

500 ＂ 
,, C 35E 4下 2 2 I 6 I 6 4 7 C型下縁調整

505 細石刃 ＂ ＂ 3下 0 4 1 0 

509 148 細石刃核 ＂ C 36E 4下
2.4 1 6 I 5 4 2 i ク

510 削器 I/ C II 3下 2 9 1 6 0 8 4 8 

515 紐石刃 II 35E ~-- 4T 0.6 0 9 

520 II 

＂ 
II 3下 1 6 0.5 

524 II 

＂ 
/I II 1 9 1 7 1 6 

529 95 II 

＂ 
II II 1.2 0.6 

536 58 II 

＂ C 34E 
II 0 2 0 6 

538 II 

＂ ＂ 
II 1 0 i O 5 

542 149 紐石刃核 ＂ ＂ 
}} 

L互51 ＂ ＂ C 
II II 2 1 I 6 , I 4 7 6 C型

562 細石刃 ＂ 
II II 1.0 0.4 

565 II 

＂ 
,, II 0.4 ~_OJ) _ - -------- S・- ------- -

576 II I/ 35D 4 0 4 0 7 

594 41 II 

＂ C 
II II 1.1 0 4 

598 // 

＂ 
II II 0,4 0.5 

611 59 fl 

＂ C 
II II 0 9 0 6 

614 ＂ ＂ 
II 3 1.1 0 7 

619 96 ＂ ＂ C 35C 
II I 3 0 4 

621 ＂ ＂ ＂ 4 I 0 0 4 
'---

632 l I " ---- ＂ ＂ 3 1.0 0.3 

637 細石刃核 II C ＂ 4 1 5 1 2 11 2 0 打面部のみ

650 II 

＂ C ＂ 
II 1.8 1. 3 0.5 1.3 

665 97 細石刃 ＂ C 
II II I.I 0 5 

し亙5 42 ＂ ＂ C 
II I/ I 3 0 6 

676 60 ＂ ＂ 
II II 0.9 0,5 

I 519 _ II 

＂ 
II II 0.8 0 6 

695 ＂ ＂ 
II II 11 0,4 

699 /I II 

＂ 
II 1 5 0 5 

702 細石刃核 ＂ C ＂ 
I/ 2 5 1.4 1 3 5 2 C型
・・-・ー・

704 98 細石刃 ＂ C 
II II 1 9 0 5 

720 178 削器 貞岩

733 紺石刃 II 35B II 0 9 0 5 

735 61 II 

＂ C 
II 3下 1 5 0 6 

736 I' 

＂ C ＂ 
I/ 1 4 0 6 

741 プランク メノウ 34C 4 1 8 I 3 I 3 4 6 C型

752 細石刃 忠曜{ ＂ 3下 1 0 0 6 

759 •·-
770 ＂ 

II 

＂ 
I/ 7 0 0 5 

777 4.3 ＂ ＂ C ＂ 
I/ 1 4 0 6 
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第5表 Cユニット石器一覧表 (2)

遺物番号 罰版..番.号 器 種 石材 区 -層 最大長(,吋 最大帷 厚さ璽量(,) 備 考
778 62 細石刃 黒耀石c 34C 3下 0 6 0 5 

784 II 

＂ 
/I II 0 7 0,6 

787 II 

＂ 
II II 0 8 0 5 

798 126 細石刃核 " A ＂ 
II 4 8 3 3 I 2 26 4 

803 II II C ＂ ＂ 2.5 1 3 0 8 2 7 B型

824 125 ＂ ＂ 
II 4 2 8 1 5 I 2 3 7 

866 53 細石刃 II 33E 3下 0, 7 0 6 

882 63 II II 34E II I 6 1.5 

889 64 II 

＂ 
II ,, 0.9 0 4 

892 細石刃核 II C II II 2.1 1 3 I 6 3 7 C型下緑調整

900 ＂ II C II II 2.2 1、3 11 2 9 B型打面部欠損

912 100 細石刃 II 

＂ 4 1.0 0 5 

919 156 細石刃核 II II II 2 7 1 5 1.3 5. 7 

920 145 ＂ " C II II 2.2 1.4 1 3 3.4 

922 IOI 細石刃 ！ II C 35E /I I 0 0 6 

928 // II II 2 7 0 4 
一一

951 細石刃核 II 33C ＂ 2 2 0 9 
＇ 961 細石刃 II 

＂ 3下 I 4 0 4 

971 細石刃核 II C II 4 0 7 I 6 I 2 4 7 C型

973 プランク II C /I II 11 1 3 I 2 3 2 

975 102 細ぷ刃 ＂ 
,, 

II 1.5 0.3 

992 II /I 34C 3下（攪乱） 0 4 0 6 

995 プランク " C " II 1,7 1.5 I Z : 3 I 

1000 細石刃核 ＂ 
II 4 2 3 I 4 1 2 4 4 B型

~~ ~^ 
1013 細石刃 ＂ ＂ 

II 0 7 0. 7 
,~ .. 

1029 II 

＂ 35C II 0,8 0 4 

1050 細石刃核 ＂ 
II ； 

＂ 2 0 1 8 I 4 5.6 B型

1111 ＂ II C 34C 3下 2.6 1 6 1.5 , 6 0 B型

1126 削器 II D II 
＂ I. 5 0 9 0 7'0  8 破損

1129 細石刃 ＂ 
II 

＂ 0 6 0 5 

1143 II II C /I II 1.2 0.5 

1262 II II C 33D 3 0 8 0 5 

1278 ＂ ＂ ＂ 
II 1.1 0.5 

1286 ＂ ＂ ＂ 
II 1 6 0 6 

--- -- ....  

1295 II II C II II 0.9 0 5 
~ ~ - - - - ----------土--

1308 細石刃剥離面調整剥片 II C II 
＂ I 6 0 7 

1315 紐石刃核 II C 34D II 0 9 I 4 1.2 4.1 C型

1317 細石刃 II 0. 7 0 4 

1319 II II 0 7 0.4 

1327 II C 1.5 1 4 I 3 3 9 B型

1333 紐石刃核
トー

1415 II II C 35A 4上 2.5 1.4 11 4 4 B型

1416 細石刃 II 35B ＂ 0 8 0 6 

1417 I/ II II II 0 9 0 5 

1419 II II C II 4 1.4 0.5 

1420 II II II 4上 0.8 0 5 

1421 II 

＂ 
II 

＂ 1. 5 0,3 

1422 II II 

＂ 
II 0 9 0 5 

1423 II II II II I 0 0 6 

1424 II II 

＂ 
II 0 6 0 4 .. 

1430 II 

＂ 
II II 11 0 6 

1441 II 

＂ 
II 4 0 7 0 6 

1444 147 細石｝］核 11 C " 4上 2 7 1 9 11 

1451 細石刃 ＂ 
II 

＂ 1.2 0 4 

1453 ＂ 
II 

＂ 
II 0. 7 0. 7 

1468 細石刃核 II C JI 4 1.6 1. 2 1.0 I 8 C型下半那欠損

1470 93 細石刃 II 

＂ 
II 1.6 0.4 

1472 44 II 

＂ " 4上 1.4 0.6 

1473 細石刃核 II C 35C II 2,0 1.8 1.0 3.4 C型
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第6表 Cユニット石器一覧表 (3)

＂ 
図版番号 器種 ＿冗＿＿且＿＿ 区 屑 最大長(cm) 最大幅 1 原き 重量g 備 考

1480 細石刃 黒燿石 35C 4 0 5 0 5 

1525 II II II 36C II 0.6 0.4 

1532 ＂ 
II ！！ II 0 7 0 4 

I-- ー・—----------

1552 ＂ 
II II 

＂ 1 2 0 5 

1560 65 ＂ ＂ 
II II 1.2 0.5 

1573 104 II " 37C 3 I横転） 1 5 0 5 

＇ 1576 ＂ ＂ 
II 4 11 0 6 

1586 105 II 

＂ 34C 3 0 6 0.4 
← -・-------~--一·-·

1611 細石刃核 " C II II 2 1 11 0 9 2 6 破損

1636 106 細石刃 II 34D /I 1 0 0 5 

1639 II 

＂ 
I/ 

＂ 1.6 0 4 
-・ ·--—. ・--

1646 紐石刃核 II C II I II 1 8 1 4 0 9 2 4 C型片側欠損

1649 細石刃 II // : II 0.2 0.7 

I 1660 ＂ ＂ 
II' I /I 1 3 I 4 

~ヽ

1667 II II II II 0 8 0 6 

1706 II 

＂ "' 
/I 0 8 0 4 

1712 剥片 安山岩 II II 5.1 3 I 1 2 18 0 
← --一———--- ------

1738 IG7 尖頓器 黒躍石A 35B /I 2 2 I 5 0 9 3 6 

1742 45 細石刃 11 0 II II I 6 0 5 

1744 II 

＂ ＂ 
II 1 2 0 5 

1766 細石;]核 II C II 4上 2.4 1.5 11 5.3 c別 打面・下半欠損
ヽ--

1780 プランク 11 D 11 I 3 3.2 2 1 0 9 6 6 

1797 66 細11刃 II B II II 0.8 0.4 
~ ~-

1809 細石刃核調整剥片 II 36B 4 J: 1 0 0 6 

1840 i 削器 II A II 3 4 8 ―3 2...5 9. I I・11..8 8 一卜...

＇ - -
1841 II II II II 2.9 

1843 168 尖頭器 II A II II 2 6 I 3 0 9 2 6 

1860 170 ＂ II A II 4上 2 4 0 7 0 6 0.9 

1869 " E 35A ＂ 1.3 1.3 i 0.7 1.2 

1870 細石刃核 II C II I/ 2 4 I 5 11 4.0 B型

1879 ＇プランク II C 36A 3下 2.6 3 2 I. 5 8.4 

2071 ＇I ！細細石刃核
II C 36C 3 2 3 1 2 I 2 4 0 B型

2073 石刃核調整剥-片— 壊灰岩 II II 1.3 0 5 0 7 0.5 

2088 細石刃 黒曜石 II II I 0 0 5 --~ 
92103 、. 107 // II 

I 3~1D 
II 1.1 0.4 ,_ - ~. 

2117 細石刃核 II II 1 7 I 4 1 5 3 9 C型
- -

2122 ＂ II C : II II 1 6 1 3 1 2 I 8 打面のみ

2129 ＂ II C II II 1.6 1.5 1 5 5 I B型 打面・下半欠損

2136 細石刃 II 36C ＂ 0. 7 0.6 --- -
2160 細石刃核 II C 35D ＂ 2 3 I 5 1 5 5 7 C型

2208 細石刃 II 35C ＂ 0 8 0 6 

2219 108 II II A 
＂ " 0. 7 0.4 --

2220 II I/ 

＂ " 0 5 0 5 
I 2222 109 II Ii 

＂ ＂ I 4 0 4 

2257 67 II II C 33C /『 0.9 0.5 

2263 II II /I 3下 0 7 0 5 

2268 I 68 II II C 
＂ 3 0.9 0.5 

L翌26 ＂ 
II 34C ＂ 0 8 0 5 

2328 140 細石刃核 II 

＂ 
,, I 8 1 3 I 7 4 6 

L筵39 46 細石刃 ー一' II --一C＂ 330 ,, I O 8 0 5 

2353 69 II II C ＂ 3下 ! 1 0 0 5 

~! 70 II II ！！ /I ! 1 2 0 6 
2397 92 II II 34D 3 I 

2408 II II ＂ /I 0 9 0 4 

2418 47 /I II C /I /I I 2 0 5 

2419 71 II II II II 11 0 5 

2430 110 !I II B /I II l、4 0,4 

2434 II II C ＂ 
II 11 0 5 I 

--------←-
2437 II II C II II 0.5 0 4 
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第7表 Cユニット石器一覧表 (4)

遺物番号 図版番号 辟 種 石材 区 層 最大長(c~ 最大幅厚さ凧量g 備 考

2439 73 細石刃 黒曜石 34D 3 
--

2441 74 II II C II II 0 7 0.5 

2475 169 尖頭器 II A 37B FF I 3 2 1.6 し豆. 4 9 
2495 細石刃 II 35D 4 i 0.8 0 5 

2500 剥片 頁岩 II II I 6 1 5 0 3 1 0 

2513 紺石刃 黒耀石A II /I 0 5 0 5 

2534 75 II II 35C II 0 7 0 5 

L 路 76 I // II C II 3 0.5 0.5 

2541 I 115 細石刃核 " : II II 
↓ ---- ---—• 一

＇ I 
2544 111 細石刃 II II I/ 15 0. 7 

2563 77 II II C II' 4 0.6 0 5 

2569 93 ＂ 
II Ii II 12 0 7 

一・ -- - ------ --- . 
2575 78 ＂ 

II I/ 

＂ 1.5 0 6 

2591 細石刃核 II C I/ 
＂ 2 2 1 4 : 1 1 3 8 c刀1片側欠損

2593 112 細石刃 ＂ 
II 

＂ I. 5 0 5 
~ • ~ ~ ~ 

2597 細石刃核 II C ＂ 
！！ 2 D I 6 11 3 5 B型下半一部欠損

2613 細石刃 ＂ 
II 

＂ 0 7 0.5 

2620 79 ＂ 
II II II 1 2 0 5 

2624 再生剥片 II C !I 
＂ I 9 I 2 0 4 0 8 

2645 80 細石刃 ＂ 
,, 

II 11 0 4 

2675 ＂ ＂ 35D 4下 0 8 0.6 

2686 II II II 

＂ 1.3 0 7 

2691 II 

＂ 
II' II 0 3 0 5 

2695 /I II 

＂ ＂ 11 0 6 

2715 II 

＂ ＂ 4 11 0 5 

2716 II II II // 0 9 0 6 

2722 II 

＂ ＂ 
II 0 5 0 6 

2724 ＂ 
II II 3 (横転） 0 8 0 7 

2725 II 
ト'―----・- ＂ 

II II 0 6 0 4 

2736 ＂ 
II 35C 4 1.2 0.6 

2750 I/ II II II 2.0 0 5 

2751 II II II II 0,8 0.3 ： 
， 

2760 I/ 

＂ 
II II 1.3 0 5 

2766 I/ II II II 0.8 0.4 
一~ ~ ~ 一~ー

2769 II i II II 4下 I 5 0 6 

2774 ＂ ＂ ＂ 
II 0 9 0 6 

2778 ＂ 
II 
ー一＇ // 

4 1.3 0 5 

2779 II II 

＂ 
II I 0 0,6 

2787 II II 

＂ 
II 1.2 0 5 

2829 細石刃核 II C ＂ 
II 2 2 I 4 1 3 4 2 C型

2837 細石刃 II 

＂ ＂ 0. 7 0 5 

2844 ＂ 
II 

＂ 4 (横転） I 5 0 5 
＇ ＇ 2845 プランク II C ＂ 4 2.5 I. 7 1.0 3 8 

2892 48 細石刃 II i // /I 1.5 0,6 
一•-

ーヽ～

2893 細石刃核 ＂ ＂ 
2900 細.石刃. II 

＂ ＂ I 0 0,6 
← 
2905 II II C ＂ 

I/ 2,0 1.1 0.3 0.8 

2911 159 細石刃核 II C ＂ 
I/ 2、5 I 4 1.5 6 3 

2920 細石刃 II II 

＂ I.I 0.5 

2922 ＂ 
II II 

＂ 0.8 0.6 

2928 II II 

＂ 
II 1.0 0,5 

2929 165 尖頭器 9 頁岩
＂ ＂ 5.9 1.8 I .4 

2930 160 細石刃核打面再生剥片 患耀石c ＂ II 1.7 1.5 , 0,5 1.8 

2931 細石刃 II 

＂ ＂ 2 0 0,5 
.. -

2947 II 

＂ ＂ ＂ 0.6 0.3 

2951 ＂ 
,, 
＂ ＂ 

, 0. 9 0 5 

2966 ＂ 
II " II 0.8 0.5 

2972 II // II I ＂ 9.1 0.5 

2989 ＂ 
II 34C II 0. 7 0.5 
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第8表 Cユニット石器一覧表

遺物番号 図版番号 器 種 石材 区 層 最大長に） 最大幅 厚さ重量g 備 考

2992 細石刃 黒曜石 34C←→ 4 1 6 0.5 

2997 II II II II 1.0 0.5 

2999 ’’ II II /I 0,4 0.4 
~ 

3005 ブランク II C II ＂ : 1. 7 1.0 1.0 2 1 

3019 紺石刃 ＂ 
II II 0.8 0.5 

3021 ＂ 
II 

＂ 
II 0 9 0.6 

しQ29 削器 II C ＂ 
II 1.5 1.1 0.5 0 8 

3035 123 細石刃核 II C II II 2.5 1.7 1.0 2.1 

3045 細石刃 II II II 0.9 0.5 I 
~ ~ ー・一

＇ 3047 ＂ 
II ｝｝ I/ 1.4 0. 7 

3050 ＂ 
II II I/ 1 5 0.5 

~一

3057 ＂ ＂ 33C II 0, 9 0.4 

3062 ＂ 
II II /I 0 6 0.5 

3063 49 細石刃核再生調整剥片 " C 
jj II I 5 0.5 

3065 細石刃 II II II 0 6 0.6 
＇ 3070 網石刃核 11 C ！！ II 2 2 1.3 1 0 3.6 C型小円礫使用

3107 細石刃 ＂ 
350 4上 0. 7 0.3 

3110 ＂ ＂ 
II ＇ I 

＂ I 2 0.5 

3lll 81 ＂ 
II C II ＂ 1.0 0 4 

3117 ＂ 
II II !I 0 9 0 4 ！ 

3124 細石月核 II C 36D 3下 2.5 I 7 2 3 6 8 C型剥離面一部欠損

3126 プランク II C ！！ 4上 2 5 I 3 I I 1 4.5 C型

3131 細石刃 II 3下 0.9 0.5 

I 3132 II 

＂ 
!I 

＂ 1 3 0.6 

3137 プランク II C 35D ＂ 2 4 I 3 1.5 5 8 B型

3150 細石刃核 II C ＂ 
I/ 2 2 1.5 I. 3 4 8 C型打面調整なし

3153 細石刃 ＂ ＂ 
II 0 8 0 4 

-.... 

3162 II II C 35C ＂ 
0 7 0.4 

3163 削器 " C II ＂ 2.8 1.3 11 3 7 

3170 50 細石刃 ＂ 
II 横転（砂層） I 4 0 5 

3171 86 ＂ 
II C II 3下 1.6 0.5 

3178 ＂ 
II /I 4上 7.2 0 4 

＇ 3187 ＂ ＂ 
II 3下 11 0 4 

3189 51 ＂ 
II C II JI 1 6 0 5 

3192 113 ＂ 
II II I ， 4上 1. 5 0,5 

3213 ＂ 
II II 3下 0 9 0 6 

3221 132 細石刃核 II C 36C 3 2 I 1 9 0.9 3 9 

3227 -- 細石刃 II II 3下 1.0 0 7 
~ 

3230 52 II II C // ＂ 1.5 0,6 

3242 細石刃核 II C /I 4上 2.2 1 2 I 3 4.3 C型

3244 細石刃 ＂ 
36D 3下 0 9 0.4 

- .. 

3247 II II 36C II 0,8 0,6 
.. , ．． 

3250 II II II 4上 0 8 0 8 

3251 細石刃核 i II C // II 2 6 1.6 1 7 6 7 C型

3254 細石刃 II 

＂ 
II I 2 0.6 

＇ 3256 82 ＂ 
// II II 0 9 0.5 

3260 ＂ 
II // I 0 0 4 

3261 114 ＂ 
II C II 4上 I 0 0 4 

3262 ＂ II C ＂ 
II 11 0 4 

3266 83 ＂ 
II II II 1 4 0 5 

3270 ＂ ＂ 
36D II 1 0 0 6 

I 3275 II II II II 1.2 0.4 

＇ 3276 ＂ 
3 6 2 4 1.3 ~~.. '・・・・・・ 

3287 84 II II II 4下 I I 0 0 6 

3291 I II II 

＂ 4上 D 8 0.4 

3300 II II 

＂ 3下 1.2 0.6 

3303 1s2 I細石刃核 II II I 2 7 1.8 1 2 5.3 

3311 i 85 I細石｝） II II ＂ 0 8 0.4 

3316 ＂ 
II I/ 3下 0 7 0 5 
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第9表 Cユニット石器一覧表 (6)

遺物番号 図版番号～ 器 種 石材 区 層 最大長K叫 最大幅 犀さ！重量g 傭 考 .. 
3331 プランク 黒耀石C 36D 3下 2.1 I 7 I 3 6 4 C型

・-・・ —·--·. . -
3337 細石刃核 II II II 2 5 1、3 1.4 4. 7 打面_.下半欠損
3341 ナイ 7形石器 安山岩 35B 4上 4 3 0.8 0 6 

3364 162 尖頭器 チャート 36B 4 2 2 1 8 0 6 
- - -

3365 176 片刃石器 安山岩 35C // 9. 7 7 5 2 3 錯向剥離

3366 剥片 II II 4下 7 6 3.3 I 6 
~ ~ 

3367 175 削器 頁岩 II I ＂ 10 2 4 5 2 0 

3370 細石刃 黒耀石 34C ＇ /I 1.2 0.4 
3405 II II 

＂ 
II 0 5 0 4 

3419 II II 

＂ ＂ 1 0 0 5 

3424 II 

＂ ＂ 
II 0.8 0 6 

3431 削器 II C 
＂ 

I/ 2 8 2 0 1 2 10 5 

I 3344334 2 : , 
紺石刃 II 

＂ ＂ 0 4 0 4 
II II 

＂ ＂ 1.5 0.4 
.. . 

3446 i 石槌 安山岩 II II 7. 7 5.5 I 4.1 1 22.5 
3454 細石刃 黒曜石 ＂ 4 0. 9 0.5 

3455 II II II 

＂ 0 6 0. 7 : 

3500 II II II 4下 0.8 0.6 I 

3507 II II 

＂ ＂ 1 0 0.5 

3532 II 

＂ ＂ ＂ 1.0 0 4 ： 

3540 II II II 4 0.8 0.6 

3547 細石刃核 II C II 4下 1.8 1 8 0.9 3 4 B型
--

3568 細村刃 ＂ 33C ＂ 1.3 0.5 

3574 ＂ 
II II II 1.0 0.5 

3581 ＂ ＂ 
/I 4 1.0 0.5 

3583 ＂ 
II 

＂ ＂ 1.0 0.4 

3614 ＂ 
II 35B 4上 0. 9 0,4 

3621 ＂ ＂ 
/I 3 (横転） 1.1 0.5 

3624 細石刃核 II C 35A II ]、8 2 4 1.1 3 8 C型
3653 細石刃 ＂ 36B // 1.2 0.5 

3700 153 紐石刃核 II II 4 2.5 1.4 1.1 3 4 ! 
3760 ＂ II C 35B 4下 2.0 1.4 1.0 3.5 I D型
3771 細石刃 ＂ 35A ＂ 0.6 0.5 

し墜I II 

＂ 
// 

＂ 1.6 0.4 
---. - ---

, 3797 --- II 

＂ 35C II 0.9 0.5 

3799 ＂ ＂ 
I/ 

＂ 0. 7 0.6 
. -- --

3800 細石刃核 II C 
＂ ＂ 1.7 1.2 1.0 2、7 B型

3807 細石刃 II /I II 0 5 0.5 -- -- --

3828 ,, 
＂ 

！！ 4 0. 7 0,3 

3838 /I II II 4下 11 0. 7 
ー→ 一- -・ ―--I 、しヽ・

3858 細石刃核調整剥片 II II 

＂ 1.6 0.9 

し一 細石刃--- II II 

＂ 1.1 0.6 
―.. --.. .. --

3878 プランク II C II 4 3 4 2 3 I 8 18 5 C型
3882 142 細石刃核 II C II " 2 2 1.4 11 4.2 

3887 細石刃 II 

＂ 
// 1.0 0.5 

3894 ＂ 
II C II 4下 2 4 1.3 I 3 4 ,0 C型 打面一部欠損

3900 細石刃核 ＂ 
II II 0. 9 0.6 

3904 II II C II 4上 1.7 I 0 0 7 I 5 一部剥難面のみ
3923 石槌 砂岩 FL 4 7 6 6.4 4 7 29.0 
3937 細石刃 黒曜石-- 36C II 0 7 0 5 

3953 ＂ ＂ ＂ 
II 1.2 0,4 

3954 細石刃核 II 

＂ 
II I 8 11 I 0 2 0 B型下半蔀欠損

3958 180 削器 II B 
＂ 

II 2 6 I 4 0 4 I 7 
3963 細石刃核 貞岩 II II 1 7 I 3 0 5 11 剥離面のみ
3974 紺石刈 黒曜石C ＂ 4下 0.6 0 5 

3976 ！！ II I/ II 1 0 0 7 

3982 細わ刃核 /I 

＂ 4 11 0 5 

3985 細石刃 II II II 0 9 0 6 

3988 細石刃核 ,, E II II I 6 11 0 8 I 4 
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第10表 Cユニット石器一覧表 (7)

皇癒壺号 図版番号 器 種 石材 区 層 最大長(cm) 最大幅厚さ重量g 備 考

3997 細石刃 l黒曜石 36C 4 0 9 o.6 I. ・ - .. 
4009 II /I 35C 4下ー一 I 2 0.4 ! __ , ----

4010 II I ， /I II I/ I.I 0.4 
-

口笠且 II ―刃・―核 II i II 
II I/ 0, 9 0.5 

4024 151 細石 II II 3下 3, 3 1 7 1.7 

4032 細石刃 II II 4下 0, 9 0,5 

4042 ＂ 
II II 4 1 0 0.4 

4048 ＂ 
II II I/ 1 7 0 6 

4061 ＂ 
II 35D /! 1.2 , 05 

4064 II ＂ ＂ 4下 1 3 0 6 
.. 

4067 細石刃核 ＂ ＂ 4 1 4 I 2 0 9 1 9 打面のみ

4083 細石刃 // II 4下 11 0 6 

4085 ＂ 
II " 3 0 9 0 4 

4097 ＂ 
II 36C 4 0 9 0.5 

4100 ＂ 
II 

＂ 
II 0 8 0 6 

4103 II II II II 0 9 0,3 

4106 II 

＂ 36D ＂ 1 0 0.6 

4108 ＂ 
II II II 1.0 0, 7 --

4112 II 

＂ 36C II 1 6 0 6 

4114 II // II 4下 1 0 0 6 

4135 II II 

＂ 4 0 9 0 5 

4138 146 細石刃核 II C 36D II 1.7 1.6 1 2 3 7 

4139 細石刃 II II 

＂ 0, 9 0 5 

4150 II JI 35D 4下 0.8 0.4 

4160 II II II 3下 0 9 0 7 

4165 ＂ 
II II " 1 0 0 6 

4173 ＂ 
II II 4 0 I 0.5 

4176 118 細石刃核 II C II ＂ 
2.2 1 6 1.0 4.0 

4187 細石刃 II II /I 1.4 0 5 

4195 ＂ 
II 

＂ ＂ 1.1 0. 7 

4201 ＂ 
II II /I 1.1 0 3 
．一

4203 II II /I /I 12 0,8 

4207 I/ II II II 1.1 0 6 

, 4214 細石刃核 II C 36D ｝｝ 1 6 11 11 2 4 B型

4216 細石刃 II 

＂ 
}I 0.8 0.3 

4229 II II 35D II 0 7 0 4 

4233 細石刃核 II C II II 2.0 I 4 0.9 2.8 破損

4235 紐石刃 II /I II 1 3 0 7 

4258 II II 36D 3下 0. 7 0.5 
ヒ・
4264 ＂ 

II II 4 0 g 0.3 

4277 ＂ 
II II II 0. 7 0.5 

し 84_ 細石刃核 ！！ C // 4上 2.0 1.5 I 3 3 1 C型

4287 細石刃 ＂ 
II 4 0 8 0 5 ！ 

.、ー・
4292 ＂ 

II II I/ 0 9 0 5 
. 

4301 ,, II II II 0 8 0 3 

4316 細石刃核 JI 34C ＂ 0 6 0 5 

4323 ＂ 
II II 

＂ 0 5 0 4 I 

4326 ＂ ＂ 
JI II 1 3 0 5 

4339 " II II 

＂ 0 9 0 4 

4343 ＂ ＂ 
II II 11 D 7 

4349 127 細石刃-核- II II II 2 5 1 8 i 1 8 : 

4366 ~·-—~ ← ...  

4367 細石刃 ＂ 
i II II 0. 7 0,6 

4382 /I II 35C ＂ 1 2 0 4 

4397 工庁 たんば〈石 II II 2 7 1.3 0 5 2 8 

4416 細石刃 黒曜石 C 34C II 1 8 1 0 0 3 0 8 

4420 プランク II C II II 2.4 1.7 I 4 8.3 C型

4444 細石刃核 II C 340 4上 2 2 1 6 1 2 5.1 D型背縁調整

4445 石核 II C ＂ 
II I 6 1 3 1 2 3.3 
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第11表 Cユニット石器一覧表 (8)

遺物番号 図版番号 器 種 石材 区 層 最大長り 最大幅 厚さ 璽量g 備 考

4452 細石刃 黒曜石 34D 4上 0.9 0.4 

4466 I/ II I/ 4 o. 7 0.5 
4470 細石刃核 II C ＂ 3下 1. 9 1.6 1.0 2 9 C型

4475 紐石刃 II 34C ＂ 0.9 0.5 

4477 II II II 33C 4 0 4 0.5 

4480 ＂ 
II 

＂ 
II 1. 2 0.3' 

4482 ＂ 
// II II o. 9 0.6 , 

4486 119 細石刃核 II II 

＂ 1.9 1.2 1.4 3.6 

4488 紐石刃 ！！ II II 1 0 0.6 
1---ーー-----.. 

4489 ＂ II C II II 1.3 0,5 

4500 179 削器 頁岩 I/ 3 3.8 2.8 1.0 10.1 

4518 細石刃 黒曜石 II II 0. 7 0.4 ! 
"←  ・-- --

4521 尖頭器 II B II II 4.2 0,8 0.9 1.8 

4528 細石刃 /I 34D 4 0.9 0.6 

4537 ＂ 
II II II 0.5 0 5 

4538 ＂ 
II II II 0.5 0.5 

4539 ＂ 
II II II I 8 0 6 

4540 細石刃核 " C ＂ ＂ 2.3 1.4 1. 2 3.8 C型

4547 細石刃 II 

＂ 
II 1 0 0 3 

4548 ＂ 
II II II 0 8 0. 7 .. --

4549 ＂ 
II II 

＂ 0 7 0 4 

4564 ＂ 
II II 4上 1.1 0.5 

4567 ＂ 
II II " 11 1 6 

4581 ＂ 
II II II I 0 0 5 

4586 ＂ 
!/ II 4 0 8 0 5 

4600 細石刃核 II C II " 2.0 I 7 0 9 4 1 D型
4609 剥片 メノウ II 

＂ 2 7 1 3 0 8 3 2 

4617 細石刃核 黒耀石C II 

＂ 2 8 1 5 I 3 4 8 

4618 細石｝］ ＂ 
II 

＂ 1 8 0 8 

4621 157 細石刃核 ,, C II 
＂ 2.3 1.3 0 7 2 0 

4627 155 ＂ 
II II 

＂ 2 5 1.2 11 3.8 

4646 細石刃 II 33D ＂ 0.9 0 4 

4648 細石刃核 II C II II 1.3 I 3 1.3 2.4 打面部欠損

4653 細石刃 ＂ 
II 

＂ 0.3 0.5 

4661 121 細石刃核 ＂ 
II 3 (横転） 2 6 I 3 0 8 3 5 

4670 細石刃 ＂ 
II 4 0.3 0.6 

4682 134 細石刃核 ＂ 
II 

＂ 1.9 1.4 0、7 2.5 

4700 129 ＂ II C ＂ 
II 2 4 I 7 1 4 6 7 

4704 細石刃 ＂ 
I! II 0 7 0 4 

4706 ＂ ＂ ＂ 
II 0 6 0 9 

4723 II 

＂ 
！！ 
,, 0. 7 0.5 

4733 II 

＂ 
II 

＂ 0 9 0 6 

4739 石槌 砂岩 II 

＂ 9 2 5 4 3 9 240 

4747 117 細石刃核 懇曜石 ,, 
＂ 2.2 1.6 1.3 

4750 細石刃 II 'I ＂ 0.8 0 4 

4755 // I/ II 3下 0 8 
. -~---- --—一 9一

3 (横転） □型 180゚打面転位4777 細石刃核 " C II 2 3 I 4 11 4 I 

4790 細石刃 ＂ 33E ＂ 1 0 0 4 

4792 124 細石刃核 " C If 4上 2.2 1.4 1.3 5.2 

4800 138 II " E II ＂ 1.8 1.3 0 9 2. 7 

4805 紐石刃 ＂ " ＂ 1.4 0 7 

4810 ＂ 
II II 3下 0 3 0.5 

4812 『刃核
II C // ＂ 1.8 I 3 I 2 4 0 B型

•~ 一3し(横転一）、一

. -

4817 石刃 II II '0--,8 -・-- 0.5 

4831 II II 34E 3下 0 7 0 4 

4837 141 細石刃核 II II 4上 2 3 1.7 1 3 3 8 

4849 I/ II C II II 1.9 1.4 1.0 2.2 

4851 137 /I II E 
＂ 4 2 4 0 9 0 9 1 6 

4857 /I II C II I ＂ 2 2 1.4 11 3 2 C型
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第12表 Cユニット石器一覧表 (9)

遺~~'口号；；；：~ ー=lir:, 三 --'-1-""

4884 II II 

4908 , /I II 

／ー／石／／ ーロー

5034 11 11 11 11 I O. 6 0. 6 
I -—--—- --
5062 11 /I I II 4).Q~ 

S068 . 11 ,, 11 11 u I。,6 ,~-

5079 II II /I II Q,8 0.6 

—-—-—- -—---—-—- +----
S083 11 11 11 11 0.7 0.6 

5087 II II II 4上 1.2 o. 7 

ロ··~.□ -=-塁ー ： ;: :: • :~ :~c~ 面音「欠捐一
削器 11 C 35C 4下 2.3 1.7 1.1 5.2 D刑下半部欠損

5131 細い）核
ヽ
—
-

-

5132 細石刃 _j_ 11 36D 11 1.0 0.4 

5133 11 , I'II  II 1.6 0.5 
- - - - - - -

／： B し
□ 」細い）核ー・ し ~.: 。Lf::+;:¥--—- -

I! , 1.0 0 G --T~ —- :__ ---- --~-~---
II l,Q 

L--"~_l_こロ――- --L 11 2.2 I 1』 1.1 4.7 D印

備 考

c
c
 

"―"-＂一
5
丁
3

3

 

4

"

了一
4
-

＂

4
 

0.8 

1.4 

1.3 

1.3 

1.1 

5
0
6
4
6
6
 

。一。。一
0

0

！ 

打面(1)み

-~~--= 

ーロ
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第13表 Cユニット石器一覧表 (10)

遺物番号図版番号 器 種 石材 区
5258 細石刃 黒曜石 34E 
5259 

仁 173 ナイフ形石器（片）―- 11 D 34B 
5300 163 羨1I片尖頭器 兵岩
5306 削器 黒耀石A ,, 
5312 172 ナイ 7形石器（片） 11 C 34A 
5314 ]74 II (II) II D II 

5327 細石刃核 11 C 34B 
5339 細石刃 34A 
5346 34E 
5350 細h刃核 ，I C ' II 
5355 II B II 

5357 I/ C 
5函，1'IC : :: 
5359 細石刃

5363 

5365 細石刃核 ，I C 
5375 11 C 

5381 

5383 細./i刃
5385 

5367 削器 II C 

5398 I 細石刃核 II B II 
5417 細石刃

5419 細石刃核 II C " 
5446 細石刃 35E 
5471 33 E 
5481 細石刃核 II C 
5487 " C II 
5494 細石刃 33 D 
5500 161 剥片尖頭器 11 C 34D 
5521 116 細石刃核 " C 33D 
5532 細石刃 11 34E 
5541 丁ー II 1! 

5555 34D 
5567 181 削器 貞岩"
5569 '細石刃 黒耀石 /I 

5572 細石｝）核 " C 
5577 細石刃

5585 
- --

5600 

5610 

面五 プランク II C 

5615 細石刃核

5633 細石刃
I 
5649 34 C 

- I -
5656 

5671 

5681 

5700 細石刃枝 " C 3.1E 
ヽ一

5702 150 11 11 C 

5704 細石刃

5705 

5706 

5813 細石刃核
' 

5849 細h刃
5852 11 I 11 3;,A 

. .,.LL+三ロロ5859 I I細石刃 I !!'.B届石 I II 

層 最大長fm) 最大軋刷厚 さI璽量gI 侃 考
4 0 8 0 4 
II 0 7 0, 7 

4上 I 7 

-I口.8 1.1 I 2 l " 3 7 
2 1 3 7 蔽損3 I 9 

4r. I 9 1.8 I 0 3 6 

1D~.4 
--

II I 4 0 8 
II I 5 1 4 11 3 1 ,C型
3下 I 2 0 6 

4 11 0.4 

3下 2 1 I 6 11 4 0 c即
4 2 2 1.3 0 9 3.1 C型小礫使用

. . ~--一

＂ 2 2 l 3 1 3 4 I , B型

4上 2.2 1 2 0 7 2 2 j C刑
3 I 2 0 i 

4上 0 5 , 0 6 

II 1 8 11 11 2.0 下半のみ
4 2 4 j_い I 0 3 9 

4ト 11 0 4 ！ 

4上 I Q 5 0 4 i 
i 

. -

II 0 7 0 6 

4 2.1 1 8 0 9 4 7 り型
3下 2 2 I 4 I 3 j 3 7 j C型
4 11 0 5 

（ごはう穴I I 5 14ll3l26IC型
4下 0 6 0.5 

3 (横転） I 0 0.5 

9

1

,

＂-1
1
-
1
1

下＿
1
1
-
1
1
-
1
1
-
1
1

＿1
1
-
1
1
-
I
I
-
1
1
-
I
I
-
1
1
-
上
4

『
,
4
-
1
1

4

4

3

 

4

下
'
1
1
-
1
-
1
-
1
-
4
-

4
 

~ 2.0 0.5 

0.8 0.5 
0. 7 0.6 

1.9 2.0 1.5 
I~~~ 

7.2 . B型
1.8 ・ 1.6 1.3 3.3 オ［面のみ

0.9 0.6 

0. 7 0.3 

0.8 0.3 

0.9 0.4 

0.5 0.4 

1.5 1.3 1.0 2.7 C型

2.2 1.4 0.9 3.0 

0 5 0.5 

2.1 0. 7 

0.9 0 4 
I 

0.9 0.4 

0.6 0 4 
, -- - -

3.8 1.5 1.0 

1.1 . 0.6 I 

~--l~--~~-

一部判離曲のみ

L_ 

4

1

1

-

1

1

 

4
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第14表 Cユニット石器一覧表 (11)

遺物番号 閃版番号 器 種 石材 区 層 妓大長に），最大輻 原さ 璽量g 情 考
5868 ~細石J刃)核 黒曜石 34B 4上 I 5 0 J 

5875 
~~ 

II C 4 1.8'-I 2 11 C型II 3 3 
5876 細石刃 II II // I 2 0 4 
5903 細石刃核 II C II 

＂ 1 8 1 4 0 8 2 6 --
5906 細石刃 ＂ 

I/ 

＂ 1 2 0.5 
5917 II 

＂ ＂ ＂ 1.0 6 9 
~ ~ ~ 

細石刃核 1.1 5919 128 II 
3・-5 II-、BI i 'II  11 -・- 2 6 12 4 8 

5927 両面/Jに石器
砂•~● 岩.A. 

4、5 4 4 2 3 

5930 細石刃 黒耀石 /I II 0 9 0 5 

5939 // 

＂ 
II 4下 1 4 0.5 

5968 細石刃核 " C 34 B ＂ 2 5 I 5 11 4 1 D型.. .... _・-
5972 彫器 ＂ 

II 4 1 6 1.3 0.6 1 7 
"'  

5980 144 細石刃核 ＂ , 36 B 3 (横転） 2.3 17 1 4 7 3 
-・ —-----•-

削器 " D 5983 i II II 1.8 1.1 0 7 1 5 破損
6017 石槌 安山号 II 4 10 .6 4.8 2, 7 160 

6039 細石刃 黒曜石 35 C 4下 1.0 0 5 . -

6047 /I 

＂ 
// 

＂ 0 9 0 5 

6048 削器 メJウ II " 3.3 1 3 0 8 3 I 
6052 細石刃 黒耀石 II 

＂ 1.0 0.5 

6065 ＂ 
II II ,, 0 7 0 5 ＇ I 

6066 ＂ ＂ ＂ 
II 0 8 0.5 +_ 6067 ＂ ＂ 

II II 、 0 ,6 0 4 

6074 II I! II 

44 上下
8 I 0 6 

6087 II ,, 
35 D D 6 0 6 

6091 II " II II I 4 0.6 

6099 II " II " 1.3 0 6 
6104 /I II 33 C II 1 7 0 5 

6105 II " II II D 9 0 6 

6110 II II II II 0.7 0 5 

6111 II ,, 
II II I 2 0 5 

6118 II ,, 34 C II 1.3 0 5 

6145 ＂ 
II 33 E 3 (横転） 1 3 0.6 ----・. -・・ ---

ol4Q 剥片 鉄石英 32 E 3下 2 0 1 7 0 6 

6164 細石刃 黒雌石 34C 4 0 8 0 5 

6167 ＂ 
II II 4上 0 6 0 6 

6174 ＂ 
I! II 4 1 4 0 5 

―-6175 -t-―--- II II II 

＂ 0 7 0 4 

5622239 0 I 
4上 0 4 II /I II 0 6 

II II II 3下 0 7 0.4 

6235 紐石刃核 II C II 
＂ 1. 9 11 11 3 5 , B型下半一部欠損

6254 ，紐石刃一 II 33 C 4下 l.3 0 5 

6263 ＂ 
II 34 C 0 7 0 5 

ヽし

6275 II チャート II 4下 0 6 0.5 

6287 >・・・ II 黒耀石 ＂ 4 i 0.5 0 4 

6289 II I! II II 1 3 0 5 

6290 II I! II II ! 0,6 0 4 
6291 II " C II II '0.8 0 4 

6295 ＂ 
I! 

＂ 4下 0 7 0.5 
63]] I/ 

＂ 
II 4 0 8 0 5 

. 

: 0 .9 6314 II /I II 

＂ 0 5 
6324; ' —+— 

！！ II II II 7 0 0 5 

剥片
口黒耀岩石 ＿ 

6327 II " 5.0 1 0 0 9 6 5 
6335 戸．互＿ !I /I 0,2 0,6 

--
6340 /I // II ！！ 0 7 0 5 

; ， i ： 1 2 -― 6345 ／／ II II 4下 0.5 
---- ----- -- ＿、

6348 " If II 4 , 1 2 0 4 
-・- -・..  ー

6:J7:J II 
I 
,, II 

ー---口4下 08 0 5 ！ 
'--- -… 

―̀ 6381 II 

＂ ＂ . U0.. 9 7 j : 00. .3 5 ~~ 一 -• — 
6404 // If 

＂ 
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第15表 Cユニット石器一覧表 (12)

逍物番号 図版番号 器 種 石材 区 層 最人長fa,) 最人幅 厚さ，重量g 傭 考--
5405 紺石刃 黒耀石 34C 4下 0. 5 0 4 ' 
6409 II II 

I . 
II 

＂ 0. 7 0,4 

← ~ ~ 6421 II II II II 1 4 0.5 
'""・

6424 // // II II 1 0 0.5 

プランク II C B型
- -.-... .. 

6435 ＂ 
II 3 1 1.6 1 3 6 ,、-

細石刃 1 チャート6436 ＂ 
II 0 7 0.4 

-

6449 II -- - - --~-黒曜石 35C ＂ 0 8 0 4 : 
. ---- --- - ---

6453 // 

＂ " 4 1 3 0.4 

6456 網石刃核 " C " ＂ 2 6 , 1 1 1 0 2 6 D型
- -→  .ヽ—

6461 細石刃 " " " 0 8 : 0 3 i 
—• 

6462 " " " " , I 6 0 6 
6481 ＂ " 5D 4下 I 1 0 0 5 

「6487’― II 34E " II 0 9 0 7 
---—"—--~-—-----—+--· 

6493 33E ＇ 4(横転）＂ ＂ I 9 0 5 
--・,--・-- - --... ・~--·--ー·-------・ 

6496 ＂ ＂ ＂ ＂ 11 0 5 

6508 ,, II E II ： 

6574 ＂ II E ！ 

6592 細石刃核 II 34C 4下 1 9 I 0 0 6 1 3 

6604 細石刃 II II // 0 4 0 4 

6605 ＂ 
II 

＂ 
II I 2'0  5 

＇ 

6608 I/ II 

＂ ＂ 0 5'0  4 

6609 II ！！ 

＂ 
II 0 8 0 4 

6618 /I II II II 0 9 0 5 
--

6619 II II II II I 4 0 4 

6620 /I 

＂ 
II II 0 9 0 3 

→ヽ..
6626 ＂ ＂ 

II II 1.7 0,5 

6628 I/ II /I II 0 5 0 4 

6629 " II II II 0 8 0 5 
--

5532 II " II 4 0 9 0.5 
--

6644 II II II II 0 4 0 4 
- ト—~^ ~一

6666466 5 
II II II II 0 7 0 5 

4下II II II 1 0 0 4 ' ―-ド-- --
33E 6691 ー、

,, 
＂ ＂ 1 3 0 3 

. - --
6694 ＂ 

II 33D II 1 0 0 9 

6708 ,, II II II 1 4 0,5 
・~

6716 紐石})核 II C ＇ 34D II 1 9 I 5 1.2 ~4.3 -打-面部破担 -- -
6726 細石刃 II II // 0 8 0 6 

＇ 6730 " II II II 0 6 0 6 
―—ート--- ~ ・と・

6732 " /I II II 1 2 0 4 
. . . . --

6743 ＂ 
II II II 11 0 4 →● ● 

6754 " !I II II 0 9 0 5 

6776 削器 " C 34 B II 1.9 1 0 0 7 1 0 
「一ー6800 171 ナイフ形石器 貝岩 ＂ ＂ 9.2 2 9 ll 8 i 

6804 紺石刃核 黒曜"tiC FF 4 I. 9 11 I 2 2 5 打面部破机
. 

6809 紺石刃 II II 4下 1.1 0 5 

6820 135 組石刃核 II " /! 2.2 1 8 I 3 5 5 
←-

絹石刃6826 II II II 0.6 
•• 0.6 7 —• !; ---1.-一5＿＿ ' 

- " C 6834 紺石j)核 34A 4 2. 7 1 5 8 B型

6866 紺石刃 II L36C 3 (横転I 0. 7 0.6 , -- .,.. . . . .I - ------一—---- ---------
6886 /I " 35C 4下 0. 7 0 4 

ヒ^ ―~~ 

0.4 I 6891 ,, I/ 'II II 0.5 

I 5904 - 133 紐村刃核 II C II II 2 0 1 3 0 8 2 6 

6905 
紺石~、刃一---・ -

II II If 0.3 ___ , 0 7 
... 

＇ 6906 II 

＂ 
/I If 0 9 0 5 

'6914 -
.. .. •~ --- -・ 

II I/ /I II 0.8 0 4 
~ ~ . -- ----... 

6916 ＂ 
II II II 1 6 0 J 

6921 " ＂ 
,, II 1 4 0 7 

＇ 6930 
—... ·-一—- - - . --・・---- -

＂ 
II /I /! 0 5 0 4 

6932 ＂ 
II II /I I 7 0 4 
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第16表 Cユニット石器一覧表 (13)

遺物番号凶服番号 器 種 石材 区 層 最大長fm) 最大幅 原さ 重量 g 備 考

6941 細石刃 黒耀石 36D 4下 0 9 0 6 

69511 I II 

＂ 37 B 4 0 8 0.7 

6955 ' JI 

＂ 
36B ＂ 0.9 0 5 i 

6980 140 細石刃核 II C 35B 4下 I 8 I.I I 0 2 9 
-

6991 細石刃 ＂ ＂ 3下 1 0 0 7 

6992 II II 

＂ 4 0 5 0.4 ！ 
6998 II 

＂ ＂ 4下 0 2 0 4 i 
~ ~ 

7030 II II 

＂ ＂ 
I 

7194 II 

＂ 34A ＂ 1.3 0 9 ！ 

7197 II II 34B ＂ 1.4 0.5 

7199 II /I 

＂ 
II 1.1 0 6 

7211 細石刃核 II 

＂ 3 2.2 I 1 3 11 3 7 打面部欠捐

7218 細石刃 II 

＂ 4上 1.4 i O 8 

7241 177 削器 II 36C 4下 3 1 ! 2 1 11 5 S 

7250 細石刃 ＂ 34C II 0. 7 0 3 

7267 JI II II 

＂ I 0 0 4 i 

7271 細石刃核 II C II ＂ 1.7 1 3 1.1 3.1 C型

7272 紐石刃 II II 3下 0 6 0 2 

727:l ！！ 

＂ 
/I 4下 1.0 0,5 i 

7274 II 

＂ 
II II 13 0 9 

7368 II 

＂ 
36C /I l 3 0 4 I 

7369 " II II II 0. 9 0 5 

7373 II II II II 1 3 0 6 

7377 ＂ 
i I/ II 

＂ 0 7 0 4 

7392 ＂ ＂ 35C ＂ 0.6 0 8 

7429 ＂ 
II 34 C II 0. 7 0、5

7454 " II II II I. I 0 5 

7455 ＂ 
II II /I 0.9 0.5 

7456 ＂ 
II II 

＂ 11 o. 7 
7476 II II 

＂ 
II 1.1 0.4 

7485 ＂ 
II 34A " 0.9 0 5 

7506 ＂ 
II 34 B II 1.0 0.6 

7518 ＂ ＂ 
II II 0.8 0.6 

7527 " I 

＂ 
II 4 0. 7 0 6 

7533 ＂ 
II /I II 0 9 0.5 

’7538 ― 
＂ 

II II 4下 0.9 0.4 
'..  

7545 II II !I II i 1.6 0.6 

7551 143 紐石刃核 II C 34 C 3 (横転） 2.3 1.5 1.1 3 9 .. 

7553 細石刃 II 34D JI 1 5 0 6 I. 3 

7563 プランク II C II 4 2 ,8 1.2 1 3 5.1 B型

7567 細石刃 II II 3下 1.1 0 6 

7573 ＂ 
II II , ＇ 4 1,7 ↓ 0.6 

＇ 
← - -

7578 II 

＂ 34C 4下 0. 7 0.6 

7609 /I II II II 0,4 0.4 
--1 

7619 II 

＂ ＂ 4 r. 1 7 0.3 

7628 II 

＂ 
II 4 1.0 0.4 

7631 削器 チャ-ート
＂ 

II 2 9 2 2 0 5 1 7 
I 

I紐h刃 黒耀石7653 // 4下 0 7 0,6 ' I 

7654 II // II 4 0.8 0 4 ~ 
7684 I I II II 34B 4下 0 4 0 5 

7690 " II 34 D ＂ 0 .4 0.4 

7759 細石刃核 II 33B 3 (横転）

＇ 7777 122 II II II 4上

7883 細石月 - II 33E 3 (横転） 0.8 Q 3 I 

7884 プランク II II " 2 0 11 0 9 2 6 D型
← 7885 

｀ 
II 

＂ 
II 1 4 0 5 

7836 紐石刃核 II C II II 2 4 2 0 1 5 5 9 C型

7896 154 II " C II I/ 2 7 1 7 11 5 0 

7900 /I II 

＂ 
II 1 4 
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第17表 Cユニット石器一覧表 (14)

遺物番号 図版番号 器 種 石村 区 層 最人長/m) 最大幅 厚さ 重量g 備 考

7902 細石刃核 黒耀石C 34 E 4 2.3 1.6 1.0 4.3 B型

7903 細石刃 II 

＂ 
II 1.0 0.3 

7904 II ' II II // 0.8 0,5 

7908 II 

＂ 
II 

＂ 0.9 0,5 
.. 

7919 細石刃核 " C II 4上 1. 9 I 5 

7925 細石刃 II II 4 1.0 0.4 

7950 II II C 34 C 4下 1.3 0.4 

1965 ＂ II B II 4 0 4 0.5 
- - -

7966 II II C II II 0. 7 0.6 

7972 " // C I II 4下 1.3 0.7 

7974 II II C i II II 0.9 0 5 

7982 ＂ II C II " 1 3 0.4 
7988 ＂ 

II D // 
＂ 1.6 0.4 

7996 ＂ II C II II ]、] 0 5 

8000 /I II C ＂ 
II 0 6 0 5 

8007 ＂ 
II C II II 0 9 0 6 

8031 細石刃枝 II C 34D II C型

8086 細石刃 II C 34A II 0 7 0. 7 0,6 

8107 細石刃核 ＂ 3SD II D型下緑調整

8118 細石刃 II II 3 (攪乱） 1 2 I 2 0 6 

8134 136 
細細石石刃月枝 I I II 

II 4下 1 7 I 2 1 4 2 7 

8136 II E 
＂ ＂ 0 7 0 4 

8138 II II II II 0 9 0 4 

8143 II 

＂ 
II II I 7 0 5 

8158 164 尖頭器 II A 35C 3 (攪乱） 5 8 3 2 2 0 

8167 細ゎ刃 ＂ II i 4下 1.6 0.5 

8184 II II 11 I I II I 2 0 7 

8185 II II " ! II 0 7 0.6 

8194 II II II I II 0.9 0 5 

8214 ＂ ＂ 
II II I 3 0 6 .. .. ャ—

II --C - 34C 8231 II II 0 7 0 4 

8236 II II C II I II I 0 0 4 

8250 II II C II i II 0.8 0.3 

8261 ＂ 
II // II 0 6 0 5 

8273 ＂ 11 C // II 0,8 0 6 

8275 ＂ II C II II I 2 0 5 

8291 JI II C II " 0.8 0.6 
8295 // II C II II I 3 0 6 

8306 /I II C II 
＂ 0 6 0 3 

8309 ,, 
" C II II 0 7 0 5 

8311 II II C II II 11 0 5 

8320 ＂ II C 
II ' I 

II 11 0 5 

8333 ＂ II C II i II 0 9 0 8 

8336 象1j 片 頁岩 II II 3,8 I 6 0 5 

8337 L詞石刃 黒耀石 II II I 2 0 6 
~ ~ 

8350 /I II II II 0.8 0 3 
-・ 

8360 ＂ II C " ＂ 1 0 0 4 
8407 -,- II II B II II 1 0 0.6 -- . 
8430 II II C /I II 1 0 0 5 

8434 /I II C 
＂ ＂ 11 0.6 

-・・--・・ 一•

8450 II rr C II II 1.2 0 3 

8456 " II 34 D II 1.2 0 5 

8488 II ！！ 33B 3 (攪乱） 11 0 7 

----- -- - . ．． 

-58-



第5節小結

2次調在において，成岡遺跡に旧石器時代の遺物か出土することか判明し，今回調脊地域を

全面に拡げて確認した結果，三ヶ所の遺物集中梱所（ユニソト）を検出した。ユニソトごとに

若干まとめ，また細石刃核の分類についてふれたい。

Aユニット

14-16, J -L区の約200m2の範囲に225点が散布して検出された。石器は，細石刃・細石メJ

核・ナイフ形石器・尖頭器が出土している。出士層位はN層-v層上部にかけてであり，散布

状況であるため一時期としてとらえるのには若干問題かある。切出し型のナイフ形石器はV層

上部の出土である。

Bユニット

27-31, F-J区の約 600m2の範囲に 425点か散在して検出された。石器は，細石刃・細石

刃核・剥片尖頭器・ナイフ形石器• 石核か出土している。出土層位は N層中である。散在では

あるか，ユニ／卜内でまた 3ヶ所の半径10m程の集中個所かみられる。この 3ヶ所の集中は同

時期とみなし剥片尖頭器と細石器か共伴する事実をつかんだ。また前回の調査においては加治

射憬lタイプの細石刃核か出土していて共伴関係かより複雑な様相をしめしている。

Cユニット

32-37, A-F区の約700mとの範囲に6,921点が集中して検出された。石器は，細石刃・細石

刃核・ナイフ形石器・削器・ 尖頭器が出寸している。出寸層位は第13図のように N層に集中し

てみられた。また平血分布も第11図のように34C区を中心として出土し，細石刃・細石刃核も

集中かみられる。このことから， Cユニットの遺物は全て同時期と判断され‘成肉遺跡におい

ては，細石器とナイフ形石器・尖頑器か共伴することかみられた。

細石刃核

成岡遺跡で検出された多量の細石刃核の特徴は次のようなものであった。

①使用される石材は黒曜石c類とした上手鼻産のものか主体を占め，その他に黒曜石A・B

D, 飲石英・頁岩等かあり，他に凝灰岩も前回の調査では確認されている。

②細石刃核は小町'iのものか多い。

③腔の表皮である自然面か残っているものか多い。

④破損品が多く，また，細石刃剥離面は階段状になって剥離か困難になったものが多い。

これらの特徴は石材に起因すると思われる。すなわち，本遺跡より最も近距離に存在する上

牛恥廂を原産地とする黒躍石C類か量的に多いのは容易に理解されることである。また，使用

されるものは川原島に転石として存在する小円礫と考えられ，これを利用するために，細石刃

核の一部に礫の自然面を残す結果になると思われ，かつ，小刑のものか多いと判断されよう。

そして，細石刃泉lj離面か階段状になっているのも，この石材か多いようである。

今回出土した細伍刃核は，使用される素材の利用方法・成形・調整方法等によって 4類に大

別でき，さらに 7類に細分か可能てあった。それは以下に辿るとおりである。第28図にはその
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模式図を示した。

A類……円杜状の形態を呈する。

細石刃の剥離面は円周の半分以

上に及んでいる。円礫の一端を

加撃して打面をつくり，その面

より整形を行う。

B-1類・..…厚手の条lj片あるい

は硬を半割したものを素材とし，

その時得られた平姐面を打面に

する。側面は，打面から行われ

る調整剥離によって成形される。

細石刃剥離に先だって打面調整

は行われない。舟底状の形態を

呈する。

B 2類..…•剥片が素材とされ，

平坦な打面から行われる側面調整

剥離は，両側面あるいは片側のみ

行われる。打面調整は行われる。

C-1 類·…••不定形な剥片を素

材とし，剥片の平阻面は片側面

J >ロロロ

°i
>•

D

O
D
 CJ 0
△

□

喜
□

D~[) 

V
 
CJ 

応
こ

0。
亭

00貫〗
第28図 細石刃核模式図

として利用されている。打面は旋割されて得られる。打面調整を行うものか多い。使用される

剥片の形状に起因して角錐状・板状・舟底状など様々な形態か見られる。

C-2類…••小型の円硬を荒割したものを素材にするものと，極めて小さな円礫礫・角礫をそ

のまま素材にしたものがある。この極めて小さい円礫は，荒割して大きさか結定されたものと

同等にみなすことがでぎると考えられて，同じ部類に入れてある。打面調整は行なうものと；

そうでないものかある。

D-1類・…..剥片か素材として利用され，剥片の平田面か両側面とされる。細石刃剥離面と直

行する下緑があり，その下緑と尾緑は調整されたものもある。すなわち素材の剥片は，その形

状によって，そのまま利用されるものと，周囲からの剥離によって調整を施されるものかあリ，

一定のかたちに整えられる。打面は側面からの連続した剥離によって形成各れる。舟底状の形

態を呈する。

D 2類....・・残存形態は，細凸刃剥離面とはは平行する背面があり，その背面は側面方向から

の剥離によって調整竺れる。打面は後方に傾斜しており，打面調整は顕著に行われる。 D-1

類とは異なり，尾縁はない C したかって， D-1類の細石刃剥離か極度に進行したものとは思

われない。これも，剥片等の素材をそのまま使用したものでなく，調整剥離を行うことによっ
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て，一定のかたちをした，母核の存在を予想することかでぎるのではなかろうかと思われる。

また，前回の調査では加治屋遺肪で多く出土した凝灰岩の板状の礫を分割した、加治屋圏タ

イプも出土している。

本遺跡出土の細石刃核を，他の遺跡で出土したものと比較してみたい。

細石刃核A類は，いわゆる円柱烈を呈し，野岳タイプと呼ばれるものに近い。 B-1類は打面

から行なわれる側面調整剥離の特徴から，宮崎県船野遺跡から出士し，また広く東九州にみら

れる船野タイプに類似する。船野遺跡のものは，大型・輻広であるか，本遺跡出土のものはさ

ほどでない。それは使用される石材が，東九ナト1に於いては無斑昌流文岩であるのに対し，本遺

跡のものは黒曜石C類という，石材に起因するものと考えられる。本遺跡出土品と同じような

特徴をもつものは鹿児島市加栗山遺跡及び加治屋園遺跡で出土している。 B-2類は加栗山遺

跡で多く出士している。また，加治屋園遺跡や，溝辺町石峰遺跡でも出土している。 C-1類

は大朴l内で広く分布している野岳・休場タイプと思われるもので，県内では先のか栗山・加治

屋園・石峰の各遺跡のほか，出水市上場遺跡3層でも出土している。 C-2類のなかでも黒耀

石の極めて小さい円・角蝶を利用したものは，上場 3層・船野II文化層・石峰・加栗山の各遺

跡で検出されている。 D-1類は福井II・IIIや泉幅寺遺跡など，西北九J小1で出土している幅井

タイプに特徴か類似する。西北九州出土のものは，円形に近いもの，あるいは半円形の素材の

周辺に鱗状剥離と呼ばれる調整を行い，細石核母体をつくるとされている。本遺跡のものは周

辺の調整剥離を行ったものもあるが，剥片の形状をそのまま利用したものもある。しかし連続

した横打剥離によって打面を形成するという特徴は類似しており，これにより福井タイプと同

じ製作技術体系に属すると思われる。

成岡遺跡で検出した細石刃核は，船野タイプ，野岳・休場タイプ，加治屋園タイプ，それに加栗

山遺跡に多い8-1類， またD-2類が共伴して出土するという特異なありかたを示している．
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第6章縄文時代

縄文時代は， 早期・晩期の 2時期の遺物か出土した。

第 1節早期

早期の土器は，山形，棺円形の押型文土器である。 179-181は， 26-28A-C区に出土し

たもので山形押型文を横位に施している。胎土は石英• 長石を含み，焼成は良い。色調は赤褐

色である。 182・183は， 36A・B区 3層から出土した波状の山形押型文土器である。胎上は

石英• 長石を含み，焼成は良く，色調は明褐色である。 184は，楕円押邸文の外反する口縁部で

ある。口唇部には押圧刻目文を，外面には桁円押型を施し，内面にはやはり楕円押型文を一条

施している。胎土は石英・長石を含み焼成は良い。 185・186も同じく楕円押邸文である。 27-

30B・C区に出土したものである。
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第29図押型文土器

第2節晩期

1 . 遺構

30C区で縄文晩期の土拡が検出された。長径は98cm, 短径は88cmを測り，やや楕円形を呈す

る土J広である。深さは 135cmを測るが，古墳時代遺構検出の際削平されているのでまだ深かっ

たものと思われる。七器は土砿底部でなく埋土の上部から出土している。
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2. 遺物 (191-210)

縄文晩期の土器（黒川期の土器）

191 -196は甕形土器の口縁部である。器形としては口緑部が外反するものであるが 191-

193は内曲している。器面は条痕かみられ，焼成は良い。 198は甕形土器の頸部から胴部にかけ

てのもので「く」字状に折れている。肩部および胴部は疸線的な器形をもち，頸部から肩部の

長さか短い。 199・200は底部である。共に平底であるか 199は鉢類， 200は甕形土器の底部

と考えられる。 198-200は焼成も良く，色調は茶褐色を呈す。 201-103は浅鉢の士器であ

る。黒色研磨土器で胎土は細砂的で焼成は良い。 201・203は口縁部か断面玉縁を呈するか，

202のように内側に沈線を施す程度である。肩部は丸味をもち張る。口径は 201が16.5cm,202, 

203が20cmである。

204 -210は土坑内より出土した土器で一括土器として考えて良い。 204-206は甕形土器

で口縁部が「く」字状に外向する。 204は口径34cmの甕形土器で頸部で段かつき「く」字状に

なる。器面は条痕かみられ，胎土は細礫を含む。色調は暗茶褐色を呈す。 207- 210は黒色研

磨土器の浅鉢である。口緑部は 207・208に丸味をもつ蜻状突起をもちすべて断面玉緑口緑で

内外面に沈線を施し頸部までが短く「く」字形を呈す。頸部から肩部は張りか強く丸味を示す。

底節は若干尖気味の丸味をもつ。口径は13.2, 17.3, 18.2, 22.7cmで209の器高は 8cmである。
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第31図晩期の土器
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第7章 古墳時代

古墳時代には台地一帯で集落が営まれており，

2次調介の結果と合わせると，19軒の竪穴住居跡と土址 1か検出されたことになる。

今回の調査で， 3軒の堅穴住居跡が検出され

遺物の多くは住居跡内から出士しているか，他に周辺からも土師器・須恵器等が出土してい

る。

第 1節 竪穴住居跡

20号住居跡

20号住居跡は, 30·31~B·C 区につくられた 4.9mX4.0m のやや南北方向に長い方形住

居跡で．東側に 4.0m X 2.4 mの南側は斜であるが．ほぼ方形の竪穴住居跡で付随するもので
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第35図 20号住居跡出土土器
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ある。東側住柑跡は当初，別の方

形住居跡と考えたか，検出面から

床面までの深さは同一であり，不

定形ではあるか，突出部をもつ住

居跡としてとらえた，検出面から

の深さは， 60-80cmを測る。主軸

方向は N17度Wである。ほぱ中央

＼
へ

4
1
ー

二

i

-

／

／

 
~- ----~ ヽのl.3mXl.lmの範囲に炭・灰な

どか約10cmの原さで堆栢している。

内部の床面では柱穴は検出出来なかった。 第36図 20号住居跡出土須恵器

o
l
 

234 
5 cm 

し

出土遺物は，土師器の甕形土器・壺形上器・鉢形土器・高坪・甜形土器および須恵器の坪蓋

である。

207 -214は甕形土器で， 209は完形品である。口縁直径27cm, 底部直径6cm, 高さ21cmを

測り，内弯する口縁部をもち，底部は平底である。外面・内面ともななめ方向の荒いハケナテ，.

である。 207はくの字状に外反する口緑で，内面の整形は横方向のヘラナデである。 208は内

弯する口緑部をもつ内外面とも横位方向のハケナデである。 210-214は甕形土器の底部であ

る。 212, 213は浅い脚台が貼り付けられ内面はハケナデである。 214はやや深い脚台である。

215は壺形土器の底部で平底である。 216-218は鉢形土器であり， 216は手づくね風のもの

で甕形土器を模倣したものと思われる。底部が丸底気味で，肩部から口緑部にかけてやや内弯

し，胴部につまみ出しによる突帯をめぐらしている。 223は琳形土器で口緑部を欠落している

か，やや内弯する口縁をもつ胴部と思われる平底である。高杯 (224-231)は，塙形の器形

をした坪部と，裾部と筒部の境がはっぎりしない脚部からなる。 225は，認部の口縁直径18cm,

深さ 5cmを測る。底部と立ちあかりの境に凹線かめぐる。杯部は脚部を巻くようにして接合さ

れる。外面はていねいなヘラ調整を施す。丹吃り土器である。 226も杯部で，口緑直径17cm,

深さ 6cmを測る。外面はヘラ調整を施す。 228-231は脚部である。杯部との接合は脚部の上

に坪部をのせてくっつけるもの (228・230・231) と229のようにくっつけて心の部分に枠

状のものを押し込むものとがある。外面はていねいなヘラ調整を施す。 229・230は丹唆り上

器である。

須恵器 (232-234)は，南側の床面から出土したもので3点とも坪蓋である。 232と233

は同一個体の可能性もある。 0.1 mm-2 mm大の石英など白色石粒を含む土を用い，焼成良好で

ある。内外面とも青灰色を星している。
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21号住居跡

21号住居跡は， 29 C・D区につくられた3.9mX3.5mの南北方向に長い方形住居跡で，検

出面からの深さは40-50cmを測る。主軸方向はNS度Wである。ほぱ中央のl.2mX1.lmの範

囲に炭・ 灰などか約10cmの厚さで堆積している。内部に柱穴を 2個検出したか，主柱穴は確認

出来なかった。

出土遺物は，土師器の甕形土器・壺形土器・鉢形土器・高杯である。

235 -242は甕形土器である。 235は，口縁を若干欠落したもので，底部虹往9.5cmを測る

浅い脚台をもつものである。外面は斜めから縦方向のハケナデで，内面は斜めハケナデである。

236は口緑部かゆるやかに外反する器形で，口縁直径は約26cmを測る。外面は横方向，内面は

縦方向のハケナデである。 2~7はやや内弯しなから直行する口緑である。 239 も同様である。
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第38図
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21号住居跡出土土器

240は， ロ縁部に右下がり， 左下がりの刻みを交社に施した断面半円形の突帯か貼り付けられ

ている。 241・242は甕形土器の底部で， 平底と深い脚である。 242 /よ， 外面はハケナデ， 内

面はヘラナデである。 243 -245は，安定した平底の壺形土器である。 243-254は鉢形土器

である。 246は口縁内径15cmを測る口縁はまっすぐ立ちあかるものである。外はヘラたてナテ-;

内はていねいなヘラ横ナデである。 247 -249は口縁直径か， それぞれ12cm, 16cm, 14, 2cmを

測る内弯ぎみの口緑をもつものである。内・外面ともていねいなハケナデである。250は， 口縁
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疸径11cmを測るや a

や内弯する内赤土器
で

丹か索られている。
251

ある。内・外面ともて
いねいなハ

-253は高杯である

ケナデで，内面には

境かはっきり

。251は培形の器形を

しない脚部からなる完
形品である

した杯部と，裾部と筒
部の

rrr 

さ7.8cm, 裾部虹柊

。心の口緑直径20c
m,

叫 5cm, 脚部高さ 7

杯部深さ 7cm, Jネ部高

線かめぐる

. 5 cm, 全体高15.4cm
を測る

。杯部は脚部を巻〈よ
‘

。底部と立ちあかり
の境に凹

つにして接合される

途り土器である

。外面はていねいな

。252は脚部で 251同
様杯部と

ヘラ調整を施す。丹

のてある。 253は丹亦
りの杯部である

の接合は脚部の上に杯
部をのせてく つつけるも

と思われる。底部はや
や丸味をおび

。254は，手づくね風
のも
ので甕形土器を模倣し

た

，胴部に断面三角形

もの

突帯の下面にはつまみ
出しによる

の貼り付け突帯をめぐ
ら

くは‘‘みかみられる。
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22号住居跡

22号仕居跡は， 29・30 D・E区につくられた 3.8mX3.5mのはぱ南北に長い方形住店跡

で，検出面からの深さは 0-60cmを測る。主軸方向は N39度Wである。はぱ中央の1.3mX1.2

mの範囲に炭・灰などか約10cmの厚各で堆梢している。内部に村穴を 2個検出したか，主杜穴

は確認できなかった。

出土逍物は，甕形土器・壺形」．器・鉢形土器・高iネ・紡錘車である。

255 -257は躾形上器である。 255は口縁直

径35cmを測り，やや外反する甕形上器で，内外

面ともハケナデで仕上げている。 258-260は

壺形土器である。 258は口縁直径18cmて外反す

0 3 cm 

I I I I 

20.20m 

~ 
ク呈~

o? 9 
もV

］`＿ 
←・ゴ
ニーーミ--
l_i_J 25cm 

二
第41図 22号住居跡出土紡錘車 第42図土器出土状況

る。 259は内外面ともハケナデで

仕上げた胴部で260は平の底部で

ある。 261-263は鉢形土器であ

る。口緑直径6.2cm, 高さ 7.1 cm 

のまっすぐ立ちあかる口緑をもつ

小形鉢形土器の完形品である。

263は低い脚台か付く外面はてい

ねいな縦方向ハケナテ，内面は横

方向のヘラナデの鉢形土器である。

264 -272は高林である。口縁直

径14-18.5cm, 坪部深さ 6-6.4 

cmの丹党りした塊形の器形をした

ff部と，裾部と筒部のはっきりし

ない脚部からなる高杯である。丹 0 5 cm 

i令り上器 (264-269・272)もあ 第43図甕形土器
しI I I I I 
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第44図高坪，均

る。 273-276は琳形土器である。 273は頸部か直立している用形土器で口緑は外へ折れると

息われる。外面はヘラミガキのあと丹愈り，内面はていねいなヘラナデである。 277は，半分

欠落しているか紡錘車である。砂岩を石材に用い研磨によってつくり出したもので研歴痕がみ

られる。但径5.2 cm, 厚さ 0.6cmで中央に約 0.9cmの穿孔を有す。

278は， 308区の溝状遺構横から出土したもので，口縁直径25cmを測る「＜」の字状に外反

する口緑部で，丸みをもつ扶胴形を呈する。外面・内面ともななめ方向のハケナデで仕上げ，

器壁かうすい。

高杯 (279-291)は，壻形の器形をした杯部と，裾部と筒部かはっきりしない脚部からな

る。丹i令りのものと，丹の冷られないものとがある。林部は口緑直径17.5-2lcmを測る。林部

の略形は，内外面ともていねいなヘラミガキである。そのあと外面と内面口縁に丹が命られて

いる。 283-291は脚部である。 J:ボ部との接合は脚部の上に杯部をのせてくっつけるものと，

287・288のように芯の部分に棒状のものを押し込むものとがある。外面はていねいなヘラ調

炉を施す。 284・287・288・290・291は丹吃り土器である。 292・293は用形上器て， 293

は口緑直径9.6 cmとやや大きく内弯する口緑である。 292は胴部の張り出したもので、 ともに

丹冷り土器である。
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第5節小結

今回の調査によって，竪穴住居跡 3基が新たに発見され，成岡遺跡の古墳時代の遺構は，竪

穴住居跡19, 土i広1となった。

竪穴住居跡は，はとんど方形プランをし，はぱ中央部に灰・炭が堆積しており，焼土がある

ことから，中央炉の存在が予想できる。どの住居跡も主柱穴は確認できなかった。床面には完

形品などがあり，住居廃棄時のものと思われるが， 4号住居跡のように，埋土中に多量の上器

が投げこまれた状態で出土していることから，住居埋没までの土器廃棄場として使われたこど

がf想される。

そこで，各竪穴住居跡とそれぞれの遺物出土を，前回分と一緒にまとめると下表のようにな

る。

住 出 土 遺 物
形 主軸方向 規 模

居 甕 空ギ 堪 高杯 鉢 その他

l 正方形 N 9'W 3.6mX3.6m Ia N II Via 須 •宙C• 器

2 長方形 N 7°E 3.9mX4.2m I a I bll II Ila IlaVa1Vl 

3 正方形 N 9°E 50mX50m Ile Illa II IaIIbfvb' 砥 石

4 長方形 N 5"E 4.4m X4.3(+ a)m I a Iblla I b1 IIN I II III 1-N 甚

5 II N 7'W 4.3mX4.7m lb Ibld!I II IIVI 須 息 器

6 II N24°W 3.3m X3 6m I I a・III II II 

゜
砥 石

7 方形 N!O°W 4.0m X5.4m Ia le Ilb VI II I cIIIa Vb 

8 正方形 Nl9°E 4 5mX4 7m I alb I Ilb VIVDI 

， 
＂ N56°E 5 3m X5.3m 

゜
Id IIINV II III I III N 匙・鉄器

JO 台形 N (2 3m+5 3m)X 4 m lb i頃 恵 器

11 正方形 N 7°E' 4.3m X4.3m lb I b1 II lib Va, 

12 長方形 N71°E -50mX58m I a I bIII II IINV II NaVIl 瑣恵器・ 砥石

13 ＂ 
N26°E 2.5(+a)mX2.8(t alm IalcIII Ille I II 

14 ＂ N 4 8(+a)mX6(+a)m I a I b II VI IlbVI 

゜
IllbNc ふし、ご h

15 II N 4°W 35mX40m Iald Ile 頃 屯、 器

19 方形 N 6'E I a 

20 ＂ Nl7°W 4.9mX4.0m Ila Ilb II Vb 頃 恵 器

21 長方形 N 8°W 3 9m X3.5m Ia II I a・I b 

22 ＂ 
N39"W 3 Sm X3.5m I a lb Ve II Vb 紡 錘 車

第18表竪穴住居跡一覧表

なお、出土遺物の分類は，前回調査報告書のまとめの分類を使用した。

池畑耕ー・川畑昭光「成岡遺跡・西ノ平遺跡・上ノ原遺跡」 鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報

告書 (28) 1983。
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第45図 奈良～鎌倉時代の遺構配置図
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第8章奈良～室町時代

調森区内には多くの柱穴.-u広かあり，出土遺物・埋土等からこの多くは平安時代から室町
時代頃までのものと思われる。 26-31~B-D 区に溝状遺構か検出されたか， これは第45図の

ように溝状遺構2の続きと思われる。やはり平安時代から鎌倉時代のものである。第 2次調在

で掘立柱建物跡11基か確認されたか，今回は柱穴はみられたが復元出来るものはなかった。

23号住居跡

26C区につくられた 3.4mX2.4mの南北方向に長い方形住居跡で検出面からの深さは20-

70cmを測る。主軸方向はN7度Wである。内部に柱穴は検出出来なかった。遺物の出土はみら

れなかったが，以前の平安時代から鎌倉時代の住居跡と類似している。

l
1
.
 

20.20m E 
＜二）
N 

al 
N 

三
。し

l m 

し

第46図 23号住居跡
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第47図 溝状遺構出土の土器

溝状遺構

26D区から31A区へまっすぐ北上し，調在地域外へ延びて誓：：

いく。 25・26区か江戸時代以降の古道等によって削平をうけt:
ているか，前回調企の溝状遺構2の続きとみられる。埋土中

には，土師器・内黒土師器・須恵器・土錘が含まれている。①

294 -301は内黒土師器である。すべて高台の付く碗であ 313 

る。 294は，口緑直径16.5cm, 高さ 7.4 cm, 高台直径7.8 cm 

① @).,~cm 
314 0 3 cm 
I I I I 

第48図土錘

を測る完形品である。 295・296は口縁直径かそれぞれ15cm, 17. 5cmを測るやや内弯する培で

ある。 297から 301は高台で，外へ開くもの，まっすぐ立つものかある。 302は坪で，底部切

り雌しは糸切りである。口緑直径は14.5cm, 底部直径9cm, 深さ 4cmを測る。 303は内弯気味

に立ちあがり，口緑部でわずかに外反する坑である。内面は横方向のヘラミガキで仕上げられ

丹か沿られた内赤土器である。 305・306は土帥器の皿で， 306はていねいにヘラミガキで仕

上げられている。 307-309は墳で307・308は糸切り底， 309はヘラ切り底である。 301-

312は須忠器の甕胴部である。

313 -317は，中央部かふくらみ，両端かすばまる形の土錘で，長軸の中心部に孔を穿つ。

長軸は 3.4 -4 .1 cmを測り，最大幅の長径は 1.4-l. 9 cmで穿孔は 3mm内外である。重最はそ

れぞれ8.9g, 9.3g, 6.0g, 6.2gを測る。
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土砿

ニニ;',;';::;:~::i:;:'.": (j) 
のため全体の形状は不明であるか，楕円

形に近いものと予想される。短径は約so

cmを測る。ゆるやかな傾斜で底に逹して

おり，検出面からの深さは浅いものであ

った。中央部北寄り部分に， 白磁坑• 上

師器の大皿及び小皿が，出土した。全て

完形品であった。

317は口縁が玉緑となった白磁培であ

る。磁胎は灰白色で，光沢のある黄色味

を帯びた釉は，体部下半には施釉されて

ない。体部下半には箆削りの痕を残す。

内部見込みに沈線状の段を有する。

318大形の皿で，底部は糸切りにより

切り離している。内外面ともナデ調整で

`
¥
 

＼
 □

¥

.

¥
 

¥
，
＼
一
＼． 

＼
，
 

ゞ—"~
0 30cm 

I I I J 
第49図 ピット状遺構

あり，口緑直径は約15cmを測る。器高は約 4cmである。

319は口縁直径か約 9.5cm, 

320は滑石製石鍋片であり，

また径約 1.5 

cmの穿孔が行

われている。

この石鍋片

は遺構の西付

近で出土した

ものであるか，

ゴポウの掘削

による攪乱の

ため， この遺

構に伴なうか

どうか不明で

ある。

一三―― _ ― —-—-— 
ー一 ― 

319 

0 5 cm 
第50図 ピット状遺構出土遺物 II I I I I 
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土師器

土師器は，皿・ 杯・塊・甕．壺．鉢か出土している。

皿は小皿と大皿にわかれる。小皿は色調は黄白色かおもで，灰褐色・淡褐色を呈すものもあ

る。胎上に少量砂粒を含み，器面は内外面を横ナデ，内底はナデによって調整される。ヘラ切

り底もみられるか糸切り底のものが主である。

亡21亡ゴ三ヌ22□乙3~ニ
:•ミニ-:, ジ

~-:;? ＼ ビ
ーク
326 
＼こ7

"-------1 q "'- 三 29

＼ 三 30 ＼ビ-::?31 ＼こ32

＼ー上- -—上二ぇ

＼＝ 
＼三:5

¥__L_ cZ ＼三
336 

~c;;;Y ＼一 L三 40

~1,,/ ¥l7 
~\j_ri: 二二

ロニ46 〗 4U_d 二三こ，
ニ 50

ニ 4

ぃ上ユ。

三 こ｝三
351 

~5 

~61 

~ プ;56
~358 

~362 

第51図土師器（皿、坪、現）
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0 5 cm 
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f369 
一

¥Ji 

第52図 甕、壺、鉢
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ェニーで。
ニ言8こ

I I I I I I 
0 ,,. ~4:7 

＼
 

3807/ 

＼ニ

大皿は，淡褐色を呈し，胎土に少鼠の砂粒を含

む。器面は横ナデされ，ヘラ切り底である。

坪は，黄灰色ないし淡赤褐色を呈し，胎土にわ

ずかに砂粒を含む。器面は横ナデで内底はナデ

調整されている。

境は，高台付坑とヘラ切り底をもつ塊とに大別

される。色調は淡褐色ないし黄灰色を呈し，胎

第53図 内黒土師器 (:1:不・碗）

ーー
393 

0 5 cm 
土に少量の破粒を含む。器面は横ナデである。 第54図 燈明皿 I I I I I I 

甕は，淡褐色ないし黄褐色を呈し，胎土に多くの砂粒を含む， また長石・石英も含まれる。

内面頸部下ははとんどヘラで下から上ヘケズリ， D緑部は，内外面とも横ナテされている。長

い胴部に，頸部か若干しまり，口縁部がやや肥厚する器形である。

鉢は，色調か淡褐色ないし黄灰色を呈し，胎土は砂粒及び石英砂粒を含む。小型の鉢である。

内黒土師器（第53図）

外側の色調は，淡褐色ないし淡赤褐色である。胎土はよく精選されている。内・外面にヘラ

ミガキを施し，高台部は，内・外面とも横ナデされている。底部は一部に糸切り底もあるが，

はとんどナデである。

燈明皿（第54図）

小皿の部に入れるべきであったが，完形品を 2点別にした。 2点とも色調は，淡褐色を呈し

胎土に少械砂粒を含み，器面は内外面を横ナデ，内底はナデによる調整である。糸切り底であ

る。

~33~ 
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399 

W 、

~400 

0 5 cm 
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第55図須恵器・ふいご口

須恵器（第55-57図）

須恵器は，杯・壺・甕・ 鉢が出土している。

杯身の形態は高台を伴れないもので，色調は暗灰色を呈し，胎土には石英• 長石• 砂粒を含

んでいる。 395・396とも高さが低くなっている。底部は平底で，回転ヘラ切り未調整の痕跡が

残っている。

壺は小片のため，器形などは定かでない。 401は頸部から口縁にかけて大きく外反し，口縁

端部は小さく内行し，さらに外反する。 402は頸部のくびれる部分である。

甕には長頸と短頸の広口壺がある。外面には格子目叩きと平行線状叩きの二種類がある。内

面には同心円叩き，同心円と平行線の組合せ，平行線状叩きかある。
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青・白磁

今回の調在でも青磁及び白磁か出土しているが，鼠的には多いものてはなかった。塙か大部

分であり，一部llllも見られる。

青磁は 425·429• 430• 431·432 であり，他は白磁である。 424• 430は同安窯系行磁

てあり，内外面に櫛描文を有する。 430は皿である。 13Cごろのものである。

は竜泉窯系青磁てある。 431は稜花皿て， 429の見込みには花文かみられる。

422・423の白磁は口緑部に玉緑をもつものである。復厄口径はそれぞれ約13cm・ 約16cmであ

る。 434の口緑は外反するもので，体部外面下半には施釉されない。 433はこれらの底部片で

あり，外面下半は施釉されてない。 12Cごろのものである。

前回の調査では多くの青磁及び白磁が出土している。青磁のなかで鼠的に最も多かったのは

竜泉窯系のものであった。次に同安窯系青磁か25点はど出上している。また，越）小l系青磁もわ

すかに 8点と凧的には少ないか検出されている。

¥
 
］
422 ／
 

~-~7 ］
423 

こ

~ 

~ 
、 1こ -:;::J

430 

第58図青・白磁

~
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口己□436 □二戸ご"'l7
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~=~ ニご,;d
第59図石製品（滑石製品）

石製品（第59図） ． 
, ・・:・-

石製品には石鍋・滑石製品かある。 f}~ 
435は滑石製石鍋である。復元口緑34cmを測り ー s~/，肩＼きシ:、443

危ヽ~ ＂ 
、ら窃苔息 蔭I
曼：J444 <や I44:'i 

部に鍔状突帯をもつもので，器面には縦位にノミ痕が 第60図古銭拓影（％）

観察されるとともに煤グが付着している。 436~ 442も滑石製の石製品であるが用途は不明であ
る。やはり器面に縦位のノミ痕かみられる。

古銭（第60図）

古銭は「洪武通賓」と「寛永通賓」である。 「洪武通賓」は26C区表層から出土したもので

ある。 443は外径2.1 cm, 厚さ0.14cm を測る。無背である。 444• 445は「寛永通賓」である。

445は「賓」の字体か「寛永通賓」．と同体である。 29A区と 28A区の表土から出土し， 444は

外径1.45cm, 厚さ0.12cmを測る。
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第9章 まとめにかえて

1次調在の結果，成岡遺跡は下層よリ 1日石器時代，縄文時代，占墳時代，奈良時代～江戸時

代までの長期にわたって生活が営まれていたことか判明した。今回は未売収部と 1日石器時代を

主に調森をおこなった。 1次調査と合わせ以下，時代ごとに若干まとめておきたい。

旧石器時代

第N層-v層上部にかけて 3ヶ所のユニ／卜を検出し，逍物は細石器・ 尖頭器・ナイフ形石

器・削器等が出土した。本県では旧石器時代の遺跡は細石器文化か中心で，ナイフ形石器等を

伴う遺跡は，上場遺跡，小牧 3A遺跡，木場A遺跡等数える程しか確認されていない。また遺

構も上場遺跡の住居跡・集石・土坑，木場A遺跡の集石等少く，当遺跡のユニソトによる出土

状況等貰重なものである。

細わ刃核は今回 4つの型式に分類したが，他資料との比較検討を加える必要かある。形態の

違いか即，時期差であるのか，また細石器と共伴する石器の組合せも特異な特徴を示している

ので今後検討を加えていく必要がある。

剥片尖頭器・ナイフ形石器か細石器と共伴する例では，熊本県水俣市石飛遺跡か知られてい

る。石飛遺跡では 4層からナイフ形石器・台形石器・剥片・細石刃・細石刃核か出土している。

また，栗野町木場A-2遺跡では，断面二角形尖頭器・ナイフ形石器と細石刃・細石刃核かN

層から出士している。また］砂Mにおいては細石刃核・細石刃とナイフ形石器・台形石器か共伴す

る例として，佐賀県原遺跡，福岡県野黒坂遺跡，峠山遺跡，長崎県百花台遺跡，堂崎遺跡，宮

崎県船野遺跡などかある。このことから，細石器文化にもナイフ形石器や台形石器が共伴し，

ナイフ形石器・台形石器・尖頭器が新しい時期まで存続することが考えられる。

縄文時代

第1次調査では＇，早期～晩期まで出土遺物は少なかったか出土している。今回は 30-C区に

おいて晩期の土址を検出し，またその周辺よりも若千の上器が出土した。晩期の士器は，中葉

の晩期II式・黒川式土器である。土址の一括土器は資料的にセット関係かつかめた。甕形土器

浅鉢形土器かセットになり，晩期の編年上基本となるセット関係と考えられる。甕形土器はロ

緑部か外向し，頸部で段をもちなから「く」字状になる。浅鉢形土器は口緑は丸味をもつ鰭状

突起もみられる。

本遺跡の本地区の問題提起としては，晩期のII式・黒川式土器において，元来浅鉢の口緑部

か長いものと短いものか上げられていたか， しかし，本遺跡の地区にみるかぎり口縁部の長い

ものはみられす，短いもののみか出土し，一時期のものと考えられる一端を覗かせたと思われ

る。

古墳時代

今回の調査によって，竪穴住居跡 3基が新たに検出され，成岡遺跡は竪穴住居跡19基，土見

1と多くの十器か出土した。
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竪穴住居跡ははとんど方形プランをし，はぽ中央部に灰・炭が堆積しており，焼土のあるこ

とから中央炉の存在が予想できる。出土遺物は土師器・須恵器・ ふいご羽口などである。土師

器は甕形土器・壺形土器・柑形土器・鉢形土器・高杯・手づくね土器である。甕形土器はほと

んどがくの字口緑をもつものである。均形士器は平底で丹途りか多い。高杯は坑形の器形をし

た杯部と，裾部と筒部の境かはっきりしない脚部からなる丹塗り土器である。手づくね土器は

甕形である。

奈良～室町時代

柱穴，竪穴住居跡，溝状遺構等か検出された。柱穴は全域でみられたか，復元できるものは

なかった。出土遺物や埋土等からこれらの多くは平安時代から鎌倉時代のものが中心であった

と思われる。 3.4mX2.4mの南北方伺に長い方形の竪穴住居跡が検出され，この時期の竪穴住

居跡は計4基となる。いずれも 3m前後しかない小型の方形あるいは隅丸方形の住居である。

柱穴の位置・有無等相違もみられるが，ほぼ類似した様相をしており，深いのも共通である。

埋土中の遺物から時期は鎌倉時代と推定される。この時期の竪穴住居跡は栗野町山崎B遺跡で

も検出されており，形態・規模等が似ている。溝状遺構は，前回調企の延長か検出され．弧状

に巡るものと思われていたものかS字状に変化しはじめ，今後未調査部もいれ集落構成をみる

好資料となるのではなかろうか。
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1 図 版 I



図版 1

1 . 発掘前

2. 成岡遺跡航空図(2次調査）
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図版2
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図版3

1 . ナイフ形石器出土状況

2. 尖頭器出土状況
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図版4

1 . 発掘風景

2. Cユニット遺物出土状況
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図版5

1 . 削器出土状況

2. 尖頭器出土状況
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図版6
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2. Bユニット出土石器
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図版7
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2. Cユニット出土石器（細石刃）
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図版8
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2. Cユニット出土石器（細石刃核）
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図版9
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1 . Cユニット出土石器（細石刃核）
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2. Cユニット出土石器（細石刃核）
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図版10
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1 . Cユニット出土石器（細石刃核）
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2. Cユニット出土石器（細石刃核）
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図版11
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1 . Cユニット出土石器（ナイフ形石器）
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2. Cユニット出土石器（尖頭器）
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図版12

1 . Cユニット出土石器（削器）
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1 . Cユニット出土石器（削器）
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図版13
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図版14

1 . 土砿遺物出土状況

2. 土 i広

-104-



~ 
-•'皐
......... ヽ．ヽ：・-.... ,、、]勺占今. ... 、-.... , 

・r T夕:釦町""~.,... :. :'Iii". 

- ――吋•で苓A~~
ヽ•

-・ 竺 ｀今,/-·-•. 
r-,,.~、

~ '"'!lllllllll!IIILI~ -

~--.... ・ー
っ~-~、~; ~ 
ゞ嶋ぐ.~ ーるぞ"¥

、 ・ペ....:. 囀

1 . 土砿内出土土器

2. 土砿内出土土器
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図版15



図版16

1 . 20号住居跡

2. 21号住居跡
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図版17

1 . 22号住居跡

2. 21号住居跡出土土器
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図版18

1 . 21号住居跡出土土器

2. 高坪出土状況
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図版19
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図版20

1 . 溝状遺構出土土器
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2. 溝状遺構出土土器
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図版21
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2. 燈明皿出土状況
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図版22

1 . ピット状遺構

2. 出土遺物
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図版23
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あとがき

うららかな春光のなかて発掘調査は開始され，そして梅雨に悩まされなから続き，そのあと

夏の強い日射しを受けるまでの長い期間の調査であった。

また，調介はごぱう畑の掘肖IJIこよる攪乱に悩まされ，小さい黒曜石の砕片を捜す作菓か続い

た。作業員の中には，調杏終了後も黒いものを見ると黒耀石と間違える日か続いたとも聞く。

作業員の方々は，前回までの調査で慣れた人か多く，今回の発掘調査はスムーズに終えるこ

とかで苔た。炎天下では焼けつく背中を氷で冷やしなからかんはってもらった。また な整理

作業をしてもらった頂富収蔵庫みなさんや、終始手伝いをいたたいた川内市査料館の中島哲郎・

長谷川順一の各氏のはか，四本廷宏氏に心から感謝して結びとしたい，

調査作業貝

松下頂信，堀ノ内弘道，村野春次， LIi内澄＋，渕脇昌子，宮内和子，永田サチ，祈満ンズエ，

多田スミ子，永吉ノリ子，出来スミ，幅田敏子，徳守キクエ，森木幸了', 南照子，南セツ，

山本シス-f,石原米＋，馬場京子，穂満紀代＋，出米ンス＋，若宮アキ子，

整理作業貝

斐j:11!光tey:,下山覚（鹿児品大学生）

河野賜子，中川キミ子，後常悦［，高瀬孝．子，中厭己美[-, 是枝佐百合
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